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社
會
の
上
・
下
構
造
論
河
野
吉
男
第
一
章
　
問
題
の
意
義
第
二
葦
　
下
部
構
造
を
中
心
と
す
る
諸
撃
諭
第
三
苛
　
上
部
構
造
を
中
心
と
す
る
諸
撃
詮
第
四
葺
　
上
・
下
構
浩
に
関
す
る
諸
撃
讃
批
判
結
　
　
　
　
論
第
l
章
　
問
題
の
意
義
こ
の
小
論
は
社
食
の
上
部
構
章
下
部
構
造
を
中
心
と
し
て
こ
れ
に
闊
聯
あ
る
所
の
諸
畢
詮
を
系
統
的
に
論
軍
批
判
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
ゐ
る
、
社
食
の
上
部
構
箪
下
部
構
造
の
み
を
中
心
と
し
て
考
究
せ
ら
れ
た
所
の
も
の
は
荷
未
だ
僅
少
で
あ
り
、
唯
物
史
観
を
始
め
一
般
の
社
食
史
観
に
於
て
も
只
僅
か
に
放
生
的
に
こ
れ
に
煽
る
る
に
止
っ
．
－
て
ゐ
た
。
故
に
筆
者
は
こ
の
小
論
に
於
て
．
そ
の
社
食
の
構
造
分
析
に
於
て
、
下
部
構
造
を
な
す
も
の
と
せ
ら
る
る
所
の
、
融
合
的
春
寒
社
食
関
頭
或
は
生
産
関
係
等
々
と
、
そ
の
上
部
構
造
と
せ
ら
る
る
所
の
、
観
念
形
態
、
或
は
精
神
文
化
等
々
と
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
の
諸
串
説
を
系
統
的
に
取
り
ま
と
め
、
こ
れ
を
比
較
、
分
析
し
た
立
場
か
ら
祇
舎
の
上
正
構
諮
論
の
理
解
へ
の
一
の
手
が
か
り
を
見
出
さ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
か
λ
ゐ
問
題
を
封
象
と
す
る
墜
設
は
幾
多
の
も
の
が
在
在
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
内
長
も
重
要
性
を
有
す
る
も
の
は
、
先
づ
第
一
に
唯
物
史
観
で
あ
る
が
故
に
.
最
初
こ
の
史
観
を
中
心
と
し
て
論
述
し
、
順
弐
他
の
史
観
に
及
一
以
す
こ
と
と
し
た
ο
筆
者
が
上
越
の
如
き
上
部
構
造
・
下
部
構
造
論
巻
こ
λ
に
特
に
摘
記
し
て
、
順
失
分
析
批
判
を
な
さ
ん
と
志
し
た
の
は
、
買
に
弐
の
三
つ
の
理
由
に
よ
る
の
で
あ
る
。
ま
づ
第
一
に
、
枇
舎
に
於
け
る
上
部
構
造
・
下
部
構
遣
の
分
析
は
.
我
々
の
構
成
す
る
生
活
過
程
す
な
は
ち
、
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
所
謂
二
切
の
.
歴
史
の
其
の
中
心
で
あ
り
、
舞
窒
で
あ
る
所
の
市
民
枇
曾
」
の
本
質
を
徹
底
的
に
治
究
す
る
こ
と
が
、
円
以
も
基
本
的
な
る
重
要
問
題
な
る
こ
と
、
第
二
に
、
以
上
の
如
く
に
し
て
え
ら
れ
た
所
の
本
質
が
何
な
る
や
を
確
め
た
以
上
は
、
こ
れ
を
我
々
の
宣
際
の
生
活
過
程
に
適
用
検
討
す
る
こ
と
が
現
下
の
緊
切
な
る
重
要
問
題
た
る
こ
と
、
及
び
第
三
に
、
か
く
し
て
え
ら
れ
た
所
の
探
究
の
結
論
が
、
現
下
の
混
飢
せ
る
上
部
構
造
・
下
部
構
造
論
解
明
へ
の
一
の
指
針
と
じ
て
役
立
ち
う
る
も
の
と
考
へ
た
に
他
な
ら
な
い
。
か
く
の
如
き
意
味
を
・
有
す
る
所
の
.
こ
の
蛍
面
の
問
題
は
更
に
弐
の
三
つ
の
方
両
よ
り
探
究
し
え
ら
る
る
で
あ
ら
社
A
W
H
の
上
・
下
紘
芯
前
商
業
と
艇
部
三
二
問
、
h
J
o
上
部
構
造
の
み
の
内
容
的
分
析
、
す
な
は
ち
、
我
々
の
精
神
的
所
産
或
は
精
神
文
化
と
し
て
の
攻
治
、
法
律
、
装
術
‘
神
障
一
ヘ
哲
恩
T
.
宗
教
等
々
の
意
味
及
び
そ
れ
ら
相
互
の
関
係
。
下
部
構
造
の
み
の
内
容
分
析
、
す
な
は
ち
、
そ
の
生
活
過
程
、
生
産
関
係
、
枇
合
関
係
経
済
関
係
、
生
産
力
等
々
の
怠
義
及
び
そ
れ
ら
相
互
の
関
係
。
上
部
構
造
と
下
部
構
造
と
の
相
互
関
係
.
す
な
は
ち
ど
れ
を
詳
言
す
れ
ば
、
そ
の
相
互
の
決
定
、
被
決
定
の
関
係
或
は
、
制
約
、
被
制
約
の
関
係
、
の
種
類
及
び
程
度
の
問
題
等
ニ
れ
で
あ
る
。
而
し
て
、
人
1
筆
者
の
主
ー
に
る
封
象
と
し
て
論
ぜ
ん
と
す
る
所
は
、
以
上
三
つ
の
も
の
の
内
、
そ
の
第
三
に
常
る
も
の
、
す
な
は
ち
、
上
部
構
造
と
下
部
構
造
と
の
相
互
関
係
を
中
心
問
題
と
し
て
、
諸
早
読
の
批
判
を
行
ひ
、
第
一
及
び
第
二
の
も
の
は
、
問
題
の
推
論
上
必
要
な
る
程
度
に
於
て
こ
れ
に
鰯
れ
て
行
く
ニ
と
と
す
る
J
も
と
よ
り
こ
の
こ
と
は
、
上
部
構
治
及
び
下
部
構
造
の
各
々
の
領
域
そ
れ
白
挫
の
分
析
解
明
が
第
三
の
上
部
構
造
・
下
部
構
造
の
相
互
関
係
よ
り
の
究
明
よ
り
も
軽
視
し
う
る
も
の
な
る
こ
と
を
意
味
し
て
ゐ
る
の
で
は
決
し
て
な
く
、
只
そ
の
重
要
性
に
於
て
は
、
以
上
三
方
而
の
何
れ
も
些
少
の
軽
市
一
を
附
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
は
あ
り
な
が
ら
も
.
第
三
の
問
題
の
正
蛍
に
し
て
合
理
的
な
る
究
明
の
み
が
、
従
来
の
諸
墜
設
の
何
れ
の
も
の
に
於
て
も
.
比
較
的
関
却
さ
れ
て
ゐ
大
傾
向
に
あ
っ
た
が
故
に
他
な
ら
ぬ
ο
放
に
筆
者
は
ニ
の
第
三
の
上
・
下
雨
構
造
の
依
存
関
係
の
究
明
を
主
眼
と
し
つ
ー
そ
の
推
論
の
過
程
に
於
て
、
上
部
構
造
・
下
部
構
造
各
々
の
領
域
の
分
析
批
判
に
ふ
れ
て
行
〈
こ
と
を
務
め
断
っ
て
お
き
た
い
。
第
二
章
下
部
構
治
k
T
中
心
と
す
る
諸
島
J
設
第
一
節
唯
物
史
観
を
中
心
と
し
て
第
マ
ル
ク
ス
の
立
場
ま
づ
第
一
に
.
下
部
構
造
を
中
心
と
す
る
諸
早
設
と
し
て
唯
物
史
観
に
於
け
る
上
部
構
造
・
下
部
構
造
論
を
窺
ふ
こ
と
と
し
ゃ
う
。
唯
物
史
観
は
剰
偽
債
値
論
と
共
に
、
マ
ル
ク
ス
の
二
大
義
見
に
開
局
す
る
も
の
な
る
こ
と
は
、
つ
と
に
エ
ン
グ
ル
ス
の
明
記
す
る
所
で
あ
っ
て
円
、
そ
の
重
要
性
は
マ
ル
ク
ス
思
想
控
系
中
の
白
眉
の
も
の
と
い
っ
て
も
差
支
へ
な
い
。
し
か
し
.
か
く
の
如
き
唯
物
史
観
健
系
へ
の
若
恕
が
、
果
し
て
マ
ル
ク
ス
一
人
の
功
の
み
に
蹄
せ
ら
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
エ
ン
グ
ル
ス
は
山
一
一
か
も
こ
れ
に
参
奥
せ
ざ
り
し
や
否
や
は
、
従
来
多
大
の
問
題
と
な
っ
た
所
で
あ
る
ロ
o
マ
ル
ク
ス
自
身
の
著
作
と
稀
せ
ら
る
る
多
く
の
も
の
が
、
寅
に
そ
の
死
に
至
る
迄
の
親
友
、
エ
ン
グ
ル
ス
の
努
力
に
待
つ
所
多
か
り
し
事
宜
よ
り
見
て
.
唯
物
史
観
へ
の
者
想
も
、
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
グ
ル
ス
雨
者
の
共
同
の
功
績
に
腕
す
べ
き
も
の
な
り
と
す
る
論
擦
の
生
宇
る
の
も
或
は
止
む
を
え
ざ
る
所
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
貼
の
究
明
は
、
蛍
論
文
の
目
的
の
範
図
外
な
の
で
こ
れ
を
省
略
し
、
只
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
グ
ル
ス
共
に
.
唯
物
史
観
健
系
へ
の
者
想
及
び
樹
批
合
の
上
・
下
緋
建
前
三
二
五
商
業
'
F
}
組
前
一一一六
立
に
参
輿
せ
し
も
の
と
の
前
提
の
下
に
、
ま
づ
マ
ル
ク
ス
の
唯
物
史
観
の
文
献
中
の
解
明
を
つ
ぎ
に
な
す
こ
と
と
し
ゃ
う
。
ま
づ
第
一
に
注
け
さ
る
べ
き
こ
と
は
、
唯
物
史
観
が
、
マ
ル
ク
ス
の
彪
大
な
る
思
想
樫
系
中
の
最
も
前
一
要
な
る
要
素
な
る
に
拘
ら
守
、
こ
れ
が
何
等
ま
と
ま
っ
た
形
で
樫
系
づ
け
ら
れ
て
ゐ
な
い
貼
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
の
八
四
五
年
の
ド
イ
ツ
チ
エ
・
イ
デ
才
ロ
ギ
l
以
後
、
唯
物
史
観
に
、
断
片
的
に
鰯
る
る
所
の
著
作
物
は
存
在
し
て
ゐ
て
も
、
こ
れ
を
一
括
し
て
組
織
的
鰹
系
の
下
に
書
き
下
し
た
も
の
は
未
花
護
見
せ
ら
れ
て
ゐ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
貼
は
既
に
多
く
の
人
々
に
よ
り
て
指
摘
せ
ら
れ
て
ゐ
る
貼
で
も
あ
り
、
マ
ク
ス
・
ア
ド
ラ
!
の
如
き
そ
の
著
「
唯
物
史
観
教
程
」
中
に
於
て
ω
マ
ル
ク
ス
唯
物
史
観
の
正
賞
な
る
解
蒋
が
行
は
れ
宇
し
て
そ
の
誤
解
の
み
行
は
る
る
は
、
賓
に
彼
の
唯
物
史
観
に
つ
い
て
の
思
想
的
立
場
が
、
健
系
的
に
記
述
せ
ら
れ
て
ゐ
な
い
こ
と
に
原
因
し
て
ゐ
る
、
と
な
し
て
ゐ
る
ご
と
に
よ
っ
て
も
、
こ
の
間
の
事
情
を
窺
ひ
え
ら
れ
や
う
。
故
に
筆
者
も
以
下
に
於
て
、
唯
物
史
観
に
闘
す
る
彼
の
著
作
の
断
片
的
な
る
記
述
を
総
括
的
に
概
観
し
て
.
彼
の
上
部
構
造
・
下
部
構
造
に
闘
す
る
所
論
を
た
ど
る
こ
と
と
し
ゃ
う
J
マ
ル
ク
ス
の
唯
物
史
観
に
関
す
る
注
目
す
べ
き
著
作
と
し
て
は
突
の
数
種
.
の
も
の
が
あ
る
。
y抑ド
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F江
共
産
黛
宣
言
一
八
四
八
年
賃
努
働
と
資
本
一
八
四
九
年
経
済
事
批
判
一
八
五
九
年
命
以
上
の
他
、
資
本
論
を
始
め
そ
の
他
の
若
干
の
著
述
(
例
へ
ば
一
八
四
八
年
よ
り
一
八
五
O
年
に
至
る
悌
蘭
西
に
於
け
る
階
級
闘
争
八
五
O
年
版
プ
リ
ユ
メ
!
ル
十
八
日
一
八
五
二
年
版
」
も
唯
物
史
観
の
経
漕
叉
は
攻
治
の
領
域
へ
の
遁
用
と
見
倣
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
け
、
重
要
視
す
べ
き
も
の
で
は
あ
る
が
、
ま
づ
差
蛍
っ
て
以
上
六
種
の
も
の
を
あ
け
て
お
き
た
い
。
而
し
て
右
の
内
、
可
な
り
鮮
明
に
、
旦
叉
相
官
に
髄
系
的
に
唯
物
史
観
の
記
述
の
存
在
す
る
も
の
は
、
一
八
四
五
年
の
ド
イ
ツ
チ
エ
・
イ
ヂ
オ
ロ
ギ
!
と
一
八
五
九
年
の
経
湾
事
批
判
と
の
こ
つ
に
指
を
屈
す
る
の
で
あ
る
。
只
前
者
の
ド
イ
ツ
チ
エ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
マ
ル
ク
ス
の
著
作
'
と
し
て
は
、
可
な
り
最
近
の
愛
見
に
局
す
る
も
の
で
あ
り
ω、
そ
の
内
容
は
、
彼
の
思
想
の
初
期
の
も
の
を
指
示
す
る
に
適
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
経
鴻
事
批
判
は
、
こ
れ
に
反
し
て
、
唯
物
史
観
に
関
す
る
彼
の
思
想
が
、
一
先
づ
総
括
的
に
健
系
づ
け
ら
れ
た
る
も
の
な
る
こ
と
を
示
「
か
く
て
私
の
え
た
所
の
.
そ
し
て
一
放
に
・
こ
L
に
は
ま
づ
経
演
皐
批
判
序
説
に
於
け
る
彼
の
有
名
な
る
公
式
を
摘
記
し
て
み
や
う
日
。
旦
こ
れ
を
え
た
後
は
私
の
研
究
に
と
り
導
き
の
糸
と
な
っ
た
所
の
、
そ
の
一
般
し
て
ゐ
る
。
的
の
結
論
は
、
簡
躍
に
こ
れ
を
弐
の
如
く
定
式
化
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
枇
A
W
M
の
上
・
下
構
遺
論
三
二
七
〆
商
業
と
経
決
コ
一
二
八
人
聞
は
彼
等
の
生
活
の
枇
合
的
生
産
に
於
て
、
一
定
の
必
然
的
の
彼
等
の
意
志
よ
り
溺
立
せ
る
諸
関
係
金
、
す
な
は
ち
、
彼
等
の
物
質
的
生
産
の
一
定
の
後
展
段
階
に
遁
癒
す
る
所
の
生
産
諸
関
係
を
輿
へ
ら
れ
た
る
も
の
と
し
て
受
取
こ
れ
ら
の
諸
関
係
の
線
踏
は
、
そ
の
枇
舎
の
経
溌
的
構
造
す
な
は
ち
法
制
上
・
攻
治
上
の
上
底
建
築
が
そ
の
上
に
る。立
ち
、
一
定
の
枇
合
的
意
識
形
態
が
そ
れ
に
遁
臆
す
る
所
の
、
現
賓
の
土
芸
を
形
成
す
る
。
物
質
的
生
活
の
生
産
の
仕
方
は
、
枇
合
的
の
、
攻
治
的
の
、
お
よ
び
精
神
的
の
生
活
過
程
一
般
を
制
約
す
る
。
人
間
の
意
識
が
彼
等
の
存
在
冶
規
定
す
る
の
で
は
な
く
し
て
、
む
し
ろ
惑
に
、
人
間
の
枇
合
的
存
在
が
彼
等
の
意
識
を
規
定
す
る
。
祉
舎
の
物
質
的
の
生
産
諸
カ
は
、
そ
の
後
展
の
一
定
段
階
に
於
て
、
従
来
そ
れ
が
そ
の
内
に
運
動
し
て
ゐ
た
所
の
、
既
存
の
生
産
諸
関
係
と
、
あ
る
ひ
は
そ
の
法
的
表
現
に
過
ぎ
ざ
る
所
有
関
係
と
衝
突
す
る
司
)
れ
ら
の
諸
関
係
は
、
生
産
諸
力
の
後
展
形
態
か
ら
そ
の
校
拾
に
特
化
す
る
。
こ
』
に
於
て
か
祉
合
革
命
の
時
代
が
到
来
す
る
。
る
上
居
建
築
の
凡
て
は
、
あ
る
ひ
は
徐
々
に
、
あ
る
ひ
は
急
建
に
謎
草
す
る
、
か
h
る
時
皮
革
を
考
察
す
る
に
至
っ
て
、
五
日
々
は
常
に
経
済
上
の
生
産
諸
傑
件
の
内
に
起
れ
る
物
質
的
の
、
自
然
科
墜
的
に
忠
賓
に
磁
波
さ
れ
う
る
時
皮
革
と
.
人
聞
が
経
湾
的
基
礎
の
縫
動
に
つ
れ
て
、
豆
大
な
そ
の
内
で
か
h
る
衝
突
を
意
識
せ
し
め
ら
れ
、
且
こ
れ
を
克
服
す
る
に
至
る
所
の
、
法
律
的
の
、
攻
治
的
の
、
宗
教
的
の
、
葵
術
的
の
、
あ
る
ひ
は
哲
撃
的
の
筒
軍
に
一
瓦
へ
ば
、
観
念
的
の
諸
形
態
と
を
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
o」
以
上
の
公
式
は
一
八
四
五
年
の
ド
イ
ツ
チ
子
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
よ
り
一
八
五
九
年
の
経
済
事
批
判
に
於
け
る
マ
ル
ク
ス
の
唯
物
史
観
が
一
ま
づ
、
一
定
の
形
式
に
ま
と
め
上
け
ら
れ
た
も
の
と
見
て
よ
い
、
こ
の
怠
味
に
於
て
、
彼
の
唯
物
史
観
研
究
へ
の
一
の
手
が
か
り
を
示
す
も
の
と
云
ひ
ぇ
ゃ
う
3
彼
は
上
惑
の
公
式
に
於
て
、
枇
舎
に
於
け
る
上
部
構
治
と
下
部
構
遣
と
の
各
々
の
領
域
及
び
上
・
下
雨
構
造
の
相
互
関
係
な
究
明
し
.
下
部
構
造
と
し
て
の
生
産
諸
関
係
の
総
躍
が
、
上
部
構
造
と
し
て
の
法
制
上
及
び
政
治
上
の
上
屠
建
築
、
及
び
一
定
の
一
枇
合
的
意
識
形
態
.
更
に
ニ
れ
を
詳
言
す
れ
ば
、
枇
曾
的
の
、
攻
治
的
の
、
及
び
精
神
的
の
生
活
過
程
一
般
を
制
約
し
て
ゐ
る
も
の
と
な
し
、
更
に
こ
れ
守
総
括
的
に
ベ
人
聞
の
意
識
が
彼
等
の
存
在
を
規
定
す
る
の
で
は
な
く
し
て
、
む
し
ろ
諮
に
、
人
聞
の
祉
合
的
存
在
が
彼
等
の
意
識
を
規
定
す
句
る
」
も
の
と
な
し
て
ゐ
る
何
O
(
以
上
傍
貼
河
野
」
こ
の
場
合
右
の
公
式
中
の
下
部
構
活
と
し
て
の
生
産
諸
関
係
.
生
活
の
枇
曾
的
生
産
、
生
産
諸
傑
件
或
は
生
産
力
等
々
の
意
義
及
び
上
部
構
造
と
し
て
の
「
法
制
上
及
び
玖
治
上
の
上
居
建
築
と
一
定
の
枇
合
的
意
識
形
踏
」
な
る
言
葉
と
「
枇
合
的
の
、
政
治
的
の
及
び
精
神
的
の
生
活
諸
過
程
一
般
」
と
に
於
け
る
(
以
上
傍
鮎
河
野
)
「
法
制
上
及
び
玖
治
上
」
と
「
枇
合
的
の
、
攻
治
的
の
」
の
争
論
の
針
象
と
な
る
に
至
つ
に
つ
問
題
す
ら
唯
物
史
観
論
者
の
間
に
複
雑
な
る
解
懇
が
行
は
れ
て
ゐ
る
位
で
あ
る
。
と
に
於
け
る
言
葉
上
の
相
建
知
何
の
問
題
行
等
々
幾
多
の
問
題
が
エ
シ
グ
ル
ス
を
始
め
、
そ
の
他
の
唯
物
史
観
論
者
更
に
叉
そ
の
最
も
顕
著
な
る
例
と
し
て
は
、
「
生
産
力
」
臼
が
何
を
意
味
す
る
か
の
こ
れ
ら
の
諸
問
題
に
つ
い
て
は
以
下
折
に
ふ
れ
て
、
種
々
な
る
皐
設
を
論
評
す
る
際
鰯
れ
て
行
く
こ
と
と
し
、
こ
の
場
合
マ
ル
ク
ス
が
、
壮
合
構
遣
と
し
て
の
上
部
構
造
と
下
部
構
遣
と
の
相
互
関
係
を
如
何
に
考
へ
し
か
を
討
究
の
針
象
と
し
て
行
く
で
あ
ら
う
の
右
の
公
式
に
於
て
、
マ
ル
ク
ス
は
下
部
構
造
と
し
て
の
生
産
諸
関
係
の
総
憶
が
、
上
居
建
築
と
し
て
の
法
制
上
及
び
祉
合
の
上
・
下
格
法
論
一一一二九
商
業
と
経
済
一一二
O
玖
治
上
の
も
の
と
、
一
定
の
祉
舎
的
意
識
形
態
す
な
は
ち
枇
合
的
、
玖
治
的
の
及
び
精
神
的
の
生
活
遁
程
一
般
を
制
約
す
る
(zaロ
怒
る
も
の
と
な
し
、
更
に
こ
れ
を
一
般
的
に
「
人
間
の
意
識
が
彼
等
の
存
在
を
規
定
す
る
も
の
で
は
な
く
‘
む
し
ろ
逆
に
人
間
の
牡
曾
的
存
在
が
彼
等
の
意
識
を
規
定
す
る
」
(
伊
吉
旦
の
Z
合
ω
目。当
5
g
o
z
ι
日
冨
g
n
n
r
g
L
S
F
H
∞。一
P
∞
O
E
O
B
ロ
g
m
o
r
z三日高
m
o
m
o
-
Z
E『
R
7
2
m
o
Y
合
二
宮
間
2
5
Z一ロ
hab.sミ
〉
と
な
し
て
ゐ
る
鈷
よ
り
見
る
時
は
、
彼
は
下
部
構
造
が
因
果
的
に
、
一
方
的
に
上
部
構
造
を
制
約
叉
は
規
定
す
る
も
の
と
な
す
が
如
き
で
あ
る
。
す
な
は
ち
更
に
こ
れ
を
詳
午
一
一
目
す
れ
ば
.
垂
直
的
に
、
上
向
的
に
、
下
よ
り
上
に
向
っ
て
こ
れ
を
制
約
叉
は
規
定
し
、
上
部
構
造
は
逆
に
、
下
部
構
造
を
反
映
し
、
投
影
せ
し
如
き
こ
と
、
恰
も
鏡
面
に
映
察
さ
れ
た
物
像
の
反
射
の
如
、
ぎ
印
象
を
受
け
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
彼
の
唯
物
史
観
の
披
大
者
と
稽
せ
ら
る
る
エ
ン
グ
ル
ス
に
於
て
す
ら
、
上
部
構
造
が
下
部
構
造
の
反
映
叉
は
反
射
な
る
言
葉
の
し
ば
ノ
、
使
用
さ
れ
た
所
以
で
あ
る
ω。
か
h
る
考
察
方
法
は
軍
に
経
漕
事
批
判
に
於
け
る
言
葉
の
み
で
は
な
く
、
マ
ル
ク
ス
の
初
期
の
最
も
重
要
な
る
著
作
と
せ
ら
る
る
ド
イ
ツ
チ
エ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
於
て
下
部
構
造
を
、
存
在
、
生
活
、
枇
曾
関
係
、
祉
曾
朕
態
、
一
定
の
生
存
諸
関
係
、
生
活
の
仕
方
及
び
活
動
、
物
質
的
諸
前
提
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
ゐ
る
生
活
過
程
、
物
理
的
な
生
活
過
程
、
歴
史
的
な
生
活
過
程
.
等
々
の
言
葉
を
以
て
し
、
上
部
構
活
は
、
反
射
、
反
響
、
俄
幻
的
な
構
成
物
、
必
然
的
補
足
物
「
宗
教
的
幻
想
、
流
出
愚
論
等
々
の
言
葉
を
以
て
表
示
し
.
雨
者
の
関
係
を
次
の
如
く
・
解
蒋
せ
ん
と
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
ω。
「
彼
等
の
現
質
的
な
生
活
過
程
か
ら
し
て
こ
の
生
活
過
穂
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
反
射
と
反
響
と
の
愛
展
も
叉
叙
述
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
」
(
2
三
三
・
・
-
P戸
窓
口
]
H
O
E
d弓…
HE片
70ロ
円
。
ず
Oロァ℃
HONEは
山
口
の
}
】
〔
】
芯
同
皇
巧
ww一ロヨ間己
2
との。宮崎町〈
υroコ
問
。
puMO
ロ
ι
同の
-HO∞門同一
2
2
円。ヴ
Oロ回目)一。
N
0
2
2
む
ω『問。
υ
仲巳一円)印。
「
人
聞
の
頭
脳
に
於
け
る
恨
幻
的
構
成
物
も
叉
彼
等
の
物
質
的
に
確
め
う
る
.
そ
し
て
物
質
的
前
提
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
ゐ
る
広
活
過
程
の
必
然
的
な
補
足
物
で
あ
る
。
」
(
〉
ロ
の
ゴ
忌
o
z
oゲ己
E
E
C
-〕
問
。
口
一
日
(
心
。
『
一
円
口
氏
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。
∞
ロ
匂
匂
一
O
B
O
E
O
F
5
ω
E
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E
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cロ∞
E
Z
O吋
Z
S
D
E
M【
】
山
口
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己
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C片山口
2
0
2ロ
ロ
問
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口
問
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-
s
z
-
)
E
g
F
σ
σ
g∞
官
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月
ω∞g
)
山。
「
人
聞
の
表
象
、
思
惟
作
用
、
精
神
的
交
通
は
J
ご
で
は
向
彼
等
の
物
質
的
行
動
の
市
.
接
的
な
流
出
と
し
て
表
は
れ
る
よ
(
口
器
〈
2
・ω
E
r
p
ロ
g
-
8
3
目
。
一
注
目
。
〈
oFO}月
号
門
宮
内
ロ
ω
η
7
2
2
mの同百円ロ
g
E
2
ロ。
07ω
一次長
z
r
g
H
K
F
Z
ω
E
E
F
5
ω
自
己
色
。
}
一
g
〈
2
E一件。ロ∞〉的。
か
く
の
如
く
に
し
て
、
彼
の
意
味
す
る
上
部
構
造
と
し
て
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
.
下
部
構
造
と
し
て
の
生
活
過
程
、
叉
は
物
質
的
行
動
の
反
射
(
同
0
2
2〉
補
足
物
(
∞
ロ
宅
一
0
5
8円
)
或
は
流
出
(
〉
ロ
住
民
∞
ふ
と
し
か
意
味
せ
ら
れ
て
ゐ
な
い
。
上
部
構
造
と
し
て
の
こ
図
民
の
玖
治
、
法
律
、
道
徳
、
宗
教
、
形
而
上
製
等
々
の
詞
の
内
に
表
は
さ
る
る
精
神
的
所
産
国
「
遁
故
徳
、
宗
教
、
形
而
上
島
一
~
唯
一
寸
そ
の
他
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
及
び
ニ
れ
ら
に
遁
廃
す
る
意
識
諸
形
態
ω
は
ベ
最
早
そ
の
濁
立
せ
る
外
観
を
維
持
し
え
な
い
」
山
の
は
砕
同
然
で
あ
り
、
「
そ
れ
ら
は
歴
史
を
有
せ
歩
、
叉
そ
の
裳
展
を
も
有
せ
ぎ
る
」
印
所
以
で
あ
る。
か
く
し
て
マ
ル
ク
ス
の
ド
イ
ツ
チ
エ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
於
け
る
論
述
は
震
に
次
の
如
き
言
葉
に
よ
っ
て
総
括
せ
ら
る
る
に
至
っ
た
の
で
あ
，
る
、
す
な
は
も
「
意
識
が
生
活
を
定
む
る
の
で
は
な
く
し
て
、
却
っ
て
生
活
が
意
識
を
定
め
る」
ω
(
Z
W一ユュ
g
問
。
ョ
H凹
ωgo宮
σ
g民
自
百
円
【
古
ω
戸
包
括
口
二
o
足
。
円
ロ
円
】
S
F
o
σ
g
t
o
m
Z
B
g
t
u回
目
。
き
H
2
8一
る
こ
と
こ
れ
で
あ
る
。
枇
曾
の
上
・
下
構
詩
論
商
業
と
経
済
一
一一一一
こ
の
言
葉
は
恰
も
、
前
惑
の
経
癒
率
批
判
序
文
に
於
け
る
「
人
間
の
意
識
が
彼
等
の
存
在
を
規
定
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
廷
に
.
人
聞
の
社
合
的
存
在
が
、
そ
の
意
識
を
規
定
す
る
」
な
る
言
葉
と
大
館
そ
の
文
意
の
相
照
癒
せ
る
を
見
る
の
で
あ
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
前
者
の
ド
イ
ツ
チ
エ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
於
け
る
「
存
在
」
が
、
後
者
の
経
潰
事
批
判
に
於
て
は
、
「
枇
合
的
存
在
」
ω
に
愛
化
せ
る
こ
と
ニ
れ
で
あ
る
。
以
上
の
マ
ル
ク
ス
の
言
に
よ
れ
ば
、
上
部
構
造
は
下
部
構
造
に
よ
っ
て
、
機
械
的
に
、
因
果
的
に
制
約
さ
る
る
を
認
む
る
が
如
く
に
も
解
せ
ら
れ
、
そ
の
間
人
間
の
意
識
、
存
在
、
機
能
性
等
の
介
入
を
詐
さ
ぎ
る
が
如
き
感
あ
る
と
共
に
.
更
に
人
間
意
識
は
、
そ
の
絶
叫
判
的
の
濁
立
性
は
勿
論
、
そ
の
相
封
的
の
濁
立
性
す
ら
も
認
め
ら
れ
ざ
る
が
如
き
で
あ
る
。
『
、-
れ
が
彼
の
唯
物
史
観
の
全
鰭
系
に
於
て
、
ま
づ
第
一
に
問
題
と
せ
ら
る
べ
き
貼
・
で
あ
る
σ
更
に
第
二
に
問
題
と
せ
ら
る
ぺ
き
貼
は
、
彼
の
思
想
睦
系
の
出
後
貼
と
せ
ら
る
る
「
市
民
祉
曾
」
に
於
て
の
、
物
質
性
と
枇
合
性
と
の
二
つ
の
概
念
の
混
在
で
あ
る
。
「
種
々
な
る
段
階
に
於
け
る
市
民
枇
合
を
全
歴
史
の
基
礎
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
」
よ
り
出
裂
し
て
「
市
民
枇
合
を
悶
家
彼
は
「
市
民
社
合
が
一
切
の
歴
史
の
中
心
で
あ
り
舞
歪
で
あ
る
ニ
と
」
叉
と
し
て
の
そ
れ
の
行
動
に
於
て
叙
述
す
る
と
共
に
、
意
識
の
種
々
な
る
理
論
的
所
産
及
ぴ
形
態
の
凡
て
を
、
す
な
は
ち
宗
教
、
道
徳
、
哲
阜
、
等
々
を
市
民
枇
九
百
か
ら
説
明
し
そ
し
て
市
民
祉
合
成
立
の
過
程
を
、
そ
れ
ら
の
も
の
か
ら
跡
c
つ
け
る
崩
こ
と
を
意
図
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
か
く
の
如
く
意
味
せ
ら
‘
る
る
市
民
枇
含
は
、
彼
に
よ
れ
ば
、
存
在
或
は
、
物
理
的
、
物
質
的
、
歴
史
的
の
生
活
過
、
、
、
前
旬
、
物
質
的
行
動
、
或
は
物
質
的
の
交
通
な
り
と
せ
ら
れ
、
そ
の
物
質
性
が
極
端
に
表
現
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
Q
し
て
他
の
よ
り
重
要
な
る
貼
は
、
そ
の
枇
合
性
の
高
調
で
あ
っ
て
、
彼
は
、
そ
の
理
論
の
物
質
性
と
共
に
、
そ
の
枇
合
性
を 而
と
く
ニ
と
に
よ
っ
て
」
市
民
祉
舎
(
芸
品
。
ユ
一
己
5
(
5
0
=聞の
gp)
の
特
異
性
伝
査
し
え
た
る
も
の
と
な
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
「
枇
合
的
」
と
は
「
如
何
な
る
傑
件
の
下
に
於
て
、
如
何
な
る
仕
方
に
於
て
、
そ
し
て
如
何
な
る
目
的
の
に
め
で
あ
る
に
せ
よ
、
多
数
の
個
人
の
協
同
が
枇
合
的
と
し
て
理
解
さ
れ
た
場
合
を
意
味
し
」
似
意
識
は
こ
の
枇
合
的
な
る
存
在
を
前
提
と
す
る
も
の
な
る
所
以
在
論
述
し
て
ゐ
る
。
而
し
て
夏
に
共
同
祉
舎
と
個
人
と
の
関
係
を
論
?
る
所
に
於
て
は
.
個
人
も
叉
奥
へ
rり
れ
た
る
傑
件
よ
り
出
設
す
る
所
以
を
論
詮
せ
ん
と
し
て
‘
「
共
同
枇
舎
に
於
て
始
め
て
.
個
人
は
彼
の
素
質
を
、
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
護
去
さ
せ
る
手
段
を
採
る
。
そ
れ
故
に
共
同
枇
舎
に
於
て
始
め
て
.
人
格
的
自
由
は
可
能
と
な
る
。
」
ω
と
解
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
す
な
は
ち
彼
に
よ
れ
ば
、
人
格
的
自
由
の
如
き
も
の
す
ら
.
既
存
の
共
同
枇
曾
よ
り
出
渡
し
て
始
め
て
そ
の
存
在
理
由
を
有
す
る
も
の
と
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
放
に
彼
に
於
て
は
個
人
の
存
在
も
、
枇
合
関
係
あ
り
て
の
存
在
と
な
っ
て
く
る
。
ニ
れ
彼
に
於
て
「
個
大
は
い
つ
で
も
自
己
か
ら
出
議
し
た
.
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
云
ふ
迄
も
な
く
、
彼
等
の
奥
へ
ら
れ
た
歴
史
的
傑
件
及
び
諸
関
係
の
内
部
に
於
け
る
自
己
か
ら
で
あ
っ
て
、
イ
デ
オ
ロ
l
グ
遠
の
意
味
す
る
「
純
粋
」
個
人
か
ら
で
は
な
い
。
」
ω
と
一
五
は
る
る
所
以
で
あ
る
。
彼
は
同
様
の
市
?
を
、
経
済
皐
批
判
序
文
に
於
て
も
論
述
し
て
ゐ
る
。
す
な
は
ち
似
「
人
間
は
最
も
言
葉
通
り
の
意
味
に
於
て
N
g
p
司
0
・
}-zgロ
(
祉
合
的
動
物
)
で
あ
る
、
只
に
群
居
を
好
む
の
み
な
ら
?
、
牡
合
の
内
で
の
み
自
己
を
個
別
化
し
う
る
動
物
で
あ
枇
合
の
上
・
下
構
造
論
一一一一ー--
商
業
主
経
済
pq 
る。
枇
舎
の
外
部
に
於
け
る
個
別
化
さ
れ
た
る
個
人
の
生
産
と
い
ふ
こ
と
は
、
|
|
そ
れ
は
稀
に
丈
明
人
が
偶
然
に
荒
野
に
廻
ひ
込
ん
詑
場
合
に
起
り
う
る
も
の
で
あ
る
が
、
か
』
る
文
明
λ
は
、
既
に
諸
々
の
枇
舎
力
を
自
己
の
内
に
能
動
的
に
有
し
て
ゐ
る
|
|
共
に
生
活
し
共
に
詰
る
個
人
な
く
し
て
の
言
葉
の
愛
遼
と
い
ふ
に
等
し
く
背
理
で
あ
る
。
」
放
に
彼
に
於
て
は
、
市
民
社
舎
は
そ
の
生
活
過
程
が
、
物
質
的
で
あ
る
と
共
に
、
枇
曾
的
な
る
ニ
と
が
要
請
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
別
言
す
れ
ば
、
生
活
過
程
は
物
質
性
と
枇
舎
牲
と
の
二
つ
の
要
素
を
そ
の
構
成
内
容
と
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
以
上
二
つ
の
問
題
の
内
、
ま
づ
第
一
の
.
マ
ル
ク
ス
に
於
け
る
上
・
下
雨
構
諮
問
に
於
け
る
因
果
的
、
機
械
的
な
り
と
せ
ら
る
る
解
蒋
と
、
人
間
意
識
と
に
つ
い
て
の
問
題
冶
考
へ
て
見
ゃ
う
。
既
に
し
ば
p
-
、
引
用
す
る
唯
物
史
観
の
初
期
の
著
作
と
し
て
の
ド
イ
ツ
チ
エ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
於
て
は
、
人
間
意
識
の
作
用
叉
は
能
動
性
そ
の
も
の
は
殆
ん
ど
そ
の
存
在
の
債
値
す
ら
興
へ
ら
れ
て
ゐ
な
い
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
同
年
の
記
述
と
見
ら
る
る
フ
オ
イ
エ
ル
ハ
ツ
ハ
に
関
す
る
テ
l
ゼ
に
於
て
は
や
九
の
如
、
き
注
目
す
べ
き
言
葉
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
問
。
「
環
境
と
教
育
と
の
幾
化
に
関
す
る
唯
物
論
の
墜
設
は
、
環
境
が
人
間
に
よ
り
て
愛
更
さ
れ
、
叉
教
育
者
自
身
が
教
育
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
を
忘
れ
て
ゐ
る
」
す
な
は
ち
こ
れ
に
よ
っ
て
、
人
間
意
識
の
賓
践
性
、
能
動
性
が
あ
る
程
度
迄
表
現
さ
れ
て
ゐ
る
の
を
知
る
の
で
あ
る
。
更
に
一
八
四
五
年
の
「
神
聖
家
族
」
に
於
て
は
、
そ
の
第
六
辛
の
絶
封
的
批
判
、
或
は
プ
ル
l
ノ
l
氏
と
し
て
の
批
判
に
於
け
る
歴
史
と
人
間
と
の
関
係
に
於
て
問
、
「
歴
史
は
何
事
も
し
な
い
。
歴
史
は
何
等
也
大
な
る
宣
言
を
し
な
い
。
歴
史
は
何
等
闘
争
し
な
い
。
凡
て
の
事
ぞ
な
し
、
所
有
し
、
宇
ふ
は
む
し
ろ
人
間
で
現
賓
の
生
、
ぎ
に
人
間
で
あ
る
。
段
と
し
て
人
聞
を
用
ふ
る
の
が
歴
史
で
は
な
く
し
て
、
歴
史
は
自
己
の
目
的
を
治
究
す
る
人
間
の
活
動
に
他
な
ら
ぬ
」
あ
る
。
自
己
の
目
的
を
遂
行
す
る
鍔
に
恰
も
獄
立
し
た
人
格
で
あ
る
が
如
く
に
手
と
し
て
人
間
意
識
に
よ
り
て
.
歴
史
の
作
ら
る
る
事
賞
を
認
め
に
、
こ
の
表
現
は
、
ド
イ
ツ
チ
エ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
比
較
す
る
時
、
前
者
よ
り
は
、
よ
り
明
践
で
あ
り
鮮
明
で
あ
る
と
い
へ
ゃ
う
。
故
に
マ
ル
ク
ス
は
、
八
四
五
年
に
同
時
に
出
版
し
に
も
の
と
解
せ
ら
る
る
そ
の
ド
イ
ツ
チ
子
イ
デ
才
ロ
ギ
!
と
神
聖
家
族
な
る
こ
つ
の
も
の
に
於
て
人
間
意
識
に
附
興
す
る
役
割
の
表
現
が
極
め
て
陵
昧
で
あ
り
、
統
一
的
で
な
い
こ
と
を
知
り
う
る
の
で
あ
る
。
こ
の
事
は
一
八，
四
七
年
の
「
哲
壊
の
貧
困
」
に
於
て
、
極
め
て
明
ら
か
に
呈
示
せ
ら
れ
て
ゐ
る
mo
す
な
は
ち
同
書
の
第
二
の
考
察
の
文
勾
に
於
て
は
、
人
間
意
識
の
役
割
に
つ
い
て
の
強
き
表
現
あ
り
な
が
ら
も
、
第
七
の
考
察
に
於
て
は
、
こ
れ
を
全
然
無
視
し
て
、
忘
却
し
さ
り
し
が
加
き
言
葉
を
使
用
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
す
な
は
も
そ
の
第
二
の
考
察
に
於
て
は
「
枇
曾
的
諸
関
係
を
彼
等
の
物
質
的
生
産
力
に
膝
じ
て
設
定
す
る
そ
の
同
じ
人
聞
は
、
叉
諸
々
の
原
理
や
観
念
や
範
憶
を
彼
等
の
枇
曾
的
関
係
に
従
っ
て
作
り
出
す
」
と
な
っ
て
ゐ
る
に
反
じ
て
、
そ
の
第
七
の
考
察
に
於
て
は
「
生
産
様
式
、
生
産
諸
カ
が
そ
の
内
で
後
達
す
る
諸
関
係
は
決
し
て
永
遠
の
法
則
で
は
な
い
と
い
ふ
事
、
し
か
し
そ
れ
ら
の
も
の
は
.
人
間
と
彼
等
の
生
産
諸
カ
と
の
一
定
の
護
法
に
針
路
す
る
も
の
で
あ
る
、
人
間
の
生
産
諸
カ
に
生
宇
る
竣
化
は
、
必
然
的
民
彼
等
枇ん
wu
の
上
・
下
構
法
論
一
一
五
商
業
と
経
持
一
一
ムハ
の
愛
化
を
生
ぜ
.
ざ
る
を
え
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
会
述
べ
れ
ば
充
分
で
は
な
か
ら
う
か
」
よ
し
尤
生
産
力
の
竣
化
が
必
然
的
に
彼
等
の
生
産
関
係
従
っ
て
、
そ
の
上
部
構
造
へ
も
幾
化
を
引
き
起
し
.
人
間
怠
識
の
介
入
の
生
産
関
係
に
一
を
些
少
な
り
と
も
認
め
ざ
る
が
如
き
で
あ
る
。
以
上
の
貼
よ
り
見
て
.
マ
ル
ク
ス
に
於
て
は
、
唯
物
史
観
の
機
械
的
霊
底
的
な
る
上
下
雨
構
造
の
関
係
と
‘
人
聞
の
意
識
の
承
認
へ
の
傾
向
と
は
未
完
判
然
明
快
な
る
区
別
を
な
さ
れ
宇
し
て
、
そ
の
箆
方
を
共
に
認
む
る
が
知
く
で
あ
り
.
或
は
認
め
ざ
る
が
知
き
、
極
め
て
殴
昧
模
糊
た
る
内
に
存
在
し
て
ゐ
に
も
の
と
解
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
れ
を
更
に
そ
の
内
容
よ
り
摘
出
し
て
そ
の
外
衣
を
は
ぎ
、
以
て
、
人
間
意
識
に
、
あ
る
程
度
迄
の
明
確
な
る
機
能
性
を
興
へ
、
と
に
か
く
そ
の
立
場
を
許
容
せ
ん
と
し
た
の
が
、
エ
ン
グ
ル
ス
以
下
の
唯
物
史
観
論
者
の
努
力
の
目
標
で
あ
っ
た
、
と
解
す
る
を
え
な
い
で
あ
ら
う
か
。
第
二
に
市
民
枇
舎
に
於
け
る
物
質
性
と
枇
合
性
と
の
混
在
も
、
マ
ル
ク
ス
査
著
作
を
通
じ
て
の
特
色
と
云
は
る
べ
き
で
あ
る
.
彼
の
鰹
系
は
後
に
至
る
程
、
そ
の
経
済
理
者
と
し
て
の
立
場
を
護
掠
し
、
そ
の
枇
合
関
係
の
主
張
は
裕
退
歩
せ
る
が
如
き
印
象
を
示
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
彼
の
所
謂
市
民
枇
舎
に
於
け
る
枇
合
性
を
重
要
視
す
る
時
、
彼
を
経
湾
臨
ナ
者
と
し
て
よ
り
も
、
む
し
ろ
祉
含
皐
者
と
し
て
解
し
え
ら
る
る
端
緒
を
奥
へ
ら
る
る
。
ニ
』
に
マ
ル
ク
ス
は
果
し
て
経
湾
撃
者
な
る
や
、
或
は
枇
命
日
壊
者
な
る
や
の
問
題
が
、
以
上
の
市
民
祉
舎
に
於
け
る
雨
要
素
の
何
れ
を
重
要
視
す
る
か
に
よ
っ
て
分
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
彼
が
市
民
枇
舎
に
於
け
る
物
質
問
係
と
共
に
、
そ
の
枇
合
関
係
を
も
同
時
に
重
要
視
せ
る
こ
と
は
、
ド
f
ヅ
チ
子
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
み
な
ら
中
、
一
八
四
九
年
の
「
賃
持
働
も
資
本
」
に
於
け
る
つ
ぎ
の
言
葉
に
於
て
も
、
歴
々
と
し
て
指
摘
し
え
ら
る
る
ω。
祉
合
関
係
す
な
は
ち
、
枇
合
的
生
産
関
係
は
物
質
的
生
産
手
段
の
、
生
産
力
の
、
愛
動
及
び
賞
展
と
共
に
愛
化
す
る
生
産
関
係
は
、
そ
の
線
和
に
於
て
、
枇
命
日
関
係
枇
舎
と
名
づ
け
ら
る
る
も
の
を
構
成
し
、
且
買
に
一
定
の
歴
史
的
の
愛
展
段
階
「
か
く
て
各
人
が
そ
の
内
に
於
て
生
産
す
る
所
の
に
於
け
る
一
つ
の
祉
舎
を
、
岡
有
の
特
殊
の
性
質
を
有
す
る
一
の
祉
舎
を
構
成
す
る
。
古
代
の
枇
合
、
封
建
枇
舎
、
プ
ル
ヂ
ヨ
ア
祉
合
は
、
か
や
う
な
生
産
諸
関
係
の
総
和
で
あ
っ
て
、
そ
の
各
々
が
同
時
に
人
類
の
歴
史
に
於
け
る
一
の
特
殊
な
設
展
段
階
を
表
示
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
」
(
傍
駄
河
野
)
す
な
は
ち
彼
に
於
て
は
生
産
諸
関
係
の
総
和
，
か
、
直
ち
に
.
祉
合
を
構
成
し
.
物
質
関
係
社
合
関
係
と
い
ふ
一
の
等
式
が
こ
の
間
の
静
岡
然
の
前
提
と
な
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
彼
の
市
民
枇
舎
に
於
け
る
物
質
性
と
枇
合
性
と
の
混
在
は
.
理
論
上
果
し
て
許
さ
る
べ
き
も
の
な
る
や
否
や
、
或
は
叉
こ
れ
を
分
離
す
べ
き
も
の
な
る
や
否
や
の
問
題
も
後
生
し
う
る
可
能
性
も
生
じ
て
く
る
の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
こ
の
貼
は
、
マ
ル
ク
シ
ス
ト
の
側
よ
り
見
れ
ば
、
か
』
る
疑
問
そ
れ
白
樺
が
、
極
め
て
不
可
解
に
し
て
、
問
題
と
す
べ
か
ら
.
ざ
る
も
の
を
問
題
と
せ
る
も
の
な
り
と
の
見
解
の
下
に
、
絞
殺
看
過
せ
ら
る
る
所
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
か
』
る
マ
ル
ク
ス
の
文
献
そ
れ
白
躍
を
蛍
然
の
も
の
と
し
て
出
裂
し
.
こ
れ
に
針
す
る
何
等
の
批
判
が
ま
し
き
態
度
を
拒
否
す
る
マ
ル
ク
シ
ス
ト
を
除
、
昔
、
少
く
と
も
マ
ル
ク
ス
文
献
そ
れ
白
謹
吾
、
批
判
的
に
解
剖
的
に
分
析
せ
ん
と
す
る
我
々
の
立
場
よ
り
見
れ
ば
、
以
上
の
如
き
マ
ル
ク
ス
皐
説
へ
の
非
難
も
.
蛍
然
の
こ
と
と
し
て
許
容
さ
る
べ
き
こ
と
を
信
宇
る
の
で
あ
る
。
且
叉
筆
者
の
以
下
論
宇
る
所
は
、
以
上
二
つ
の
問
題
性
を
中
心
と
す
る
以
上
社
合
の
上
・
下
構
泣
論
三
三
七
商
業
と
経
済
三
三
入
は
、
こ
の
こ
と
は
、
こ
h
に
務
め
筆
者
の
態
度
の
出
愛
知
を
な
す
も
の
と
し
て
明
記
し
て
お
き
た
い
。
(
1
)
 
マ
ル
グ
ス
・
ヱ
シ
グ
ル
ス
全
集
第
十
二
巻
(
空
想
的
位
合
主
義
よ
り
科
皐
的
祉
合
主
義
へ
)
五
六
三
頁
。
例
へ
は
り
・
E
.
P
N
8
0
4・
〉
E
E
4・
∞
・
日
同
・
(
2
)
 
(
3
〉
冨
巴
円
K
戸。
-
2・
H
o
r
Hヴロの}岡弘
2
M
P
R同町己{由民聞の
yoロ
の
ゆ
聞
の
r
r
r
z
d司
忠
明
Z
H
M
m
H
・出向
H
ロ門戸
Y
H
C
ω
。・∞
-
m
∞・
(
4
〉
一
九
一
八
年
に
至
っ
て
始
め
て
メ
1
リ
シ
rが
マ
ル
グ
ス
俸
の
内
に
、
こ
の
書
の
こ
と
ら
指
摘
し
れ
。
前
拐
、
河
上
、
宮
川
刊
語
、
七
一
頁
以
下
。
前
掲
刊
語
、
七
二
頁
。
(
5
)
 
(
6
〉
(
7
)
 
何
百
戸
国
釦
H
E
U
2
r
p
u
s
-
u
E
口。問。
1tmov~・日向。ロ
O
E
U
n
r
o
m百円。ョ向山
g
H
r
同
日
比
国
g
g
w
H
C
O
G
F
H
G
H
参J
昭…
u
彼
は
こ
の
黙
に
つ
い
て
は
例
へ
ば
同
所
に
於
て
、
こ
の
矛
盾
舟
詳
細
に
論
越
し
、
「
枇
令
的
、
ず
な
は
ち
法
制
上
、
政
治
上
の
」
k
解
す
あ
た
安
官
と
す
ろ
。
(
8
)
 
最
近
に
が
、
げ
ろ
こ
れ
が
代
表
的
の
取
扱
ひ
口
、
高
同
保
馬
博
士
生
産
力
の
自
己
運
動
委
照
。
(
経
済
論
議
、
三
十
五
巻
ノ
五
)
例
へ
は
、
ヱ
シ
ゲ
ル
ス
の
一
八
九
O
年
九
月
廿
一
日
付
の
プ
ロ
円
ノ
ホ
宛
の
手
祇
季
限
u
(
マ
ル
グ
ス
・
ヱ
ン
グ
ル
ス
全
集
、
第
二
十
一
巻
、
コ
一
五
一
頁
)
右
の
幾
多
の
言
葉
口
前
掲
ロ
・
同
一
日
8
0ぷ
k
〆『の
rz
出
g《
H
H
・
委
照
。
ロ
・
同
]PNg04・
k
r
R
E
F
回
目
白
ym-MNAE-
〈
9
)
(
叩
)
(
日
)
(
臼
)
(
日
)
(
H
)
 
日目)山内同・・印・悶品。・
日目)町内四
-
u
∞・
m
w
ω
m
w
・
日目}山内凶
-w
∞-
m
山ω
m
w
・
(
日
)
(
同
)
日げ山内凶・・∞・
MNAF。・
同HV
目白
-w
∞・ぬ品。・
こ
の
貼
ば
あ
ら
ゆ
ろ
皐
者
に
よ
リ
て
指
摘
ぜ
ら
れ
て
ね
る
。
例
へ
阿
南
同
博
士
附
紋
及
第
三
史
観
「
マ
ル
グ
ス
の
経
済
史
観
の
中
心
に
は
社
合
的
存
在
が
あ
る
、
歴
史
の
盤
一
勤
の
設
別
に
於
て
こ
の
社
合
と
い
ふ
要
素
が
常
に
重
要
な
ろ
役
白
鳥
皆
む
こ
と
ら
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
。
」
問
書
二
二
九
頁
0
.
又
同
法
忠
男
氏
、
マ
ル
グ
ス
・
v
l
二
シ
主
義
、
世
界
観
批
判
、
祉
令
政
策
時
報
〈
日
)
日目】日仏・
ω-mApo-
一
五
問
技
八
頁
ω
/司、
18 
¥，ノ
日目】一色
-w
∞
-
m
h
c
・
(
部
)
前
掲
全
集
、
第
三
番
五
五
O
一
氏
、
五
六
O
頁
υ
同
日
-
u
P
R
円
orロ
ミ
ゲ
o
x
g仏
同
名
目
Z
一
(
問
。
。
-
z
g
m
d己
zap-
回目
E
Z
F
o
r・
)
∞
・
∞
・
コ
1
2・
的
立
場
に
於
て
の
み
、
そ
の
本
質
在
把
握
し
う
る
も
の
と
な
し
て
ゐ
る
。
(
叩
)
(
印
)
(
幻
)
ロ
・
同
〕
PN804w
〉
R
E
4・
ω・目。・
ロ
)
日
仏
-
u
∞-
m
h肝。・
へ
m)
(
加
)
(
鈍
)
(
お
)
(
別
)
日目)円仏
-
w
∞-
m
山∞。・
日σ町内
】
Jω
・問∞
0
・
前
抱
、
河
上
・
宮
川
刊
誌
.
一
五
頁
G
ロ
・
同
守
NSOぷ
krの
rz・
ω∞・ぬ
ω41巴∞・
マれ
W
グ
ス
・
エ
ン
ゲ
U
N
ス
全
集
第
一
巻
、
六
一
四
頁
。
一
般
合
謬
史
観
の
立
場
に
立
つ
人
々
は
、
唯
物
史
観
に
於
け
る
牡
合
性
に
者
目
し
、
マ
ル
ク
ス
の
唯
物
史
観
は
、
枇
合
墜
(
幻
)
第
二
節
社
曾
器
史
観
走
中
心
と
し
て
枇
合
の
上
・
下
総
治
論
筆
者
は
既
に
、
マ
ル
ク
ス
唯
物
史
観
に
闘
す
三
三
九
商
業
と
経
済
三
回
O
る
健
系
の
設
述
に
於
て
、
そ
の
物
質
性
と
枇
合
性
と
の
混
在
を
指
摘
し
て
お
い
た
。
マ
ル
ク
ス
の
鰹
系
は
、
そ
の
後
期
に
至
る
程
.
経
済
性
の
優
越
な
る
傾
向
を
示
し
て
は
ゐ
る
が
、
元
々
、
壮
合
性
へ
の
評
債
も
極
め
て
重
要
視
し
て
ゐ
た
こ
と
は
.
既
に
唯
物
史
観
に
関
す
る
最
も
初
期
の
論
述
.
ド
イ
ツ
チ
エ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
於
て
も
充
分
示
さ
れ
て
ゐ
る
所
で
あ
る
。
故
に
マ
ル
ク
ス
の
唯
物
史
観
に
閲
し
て
、
こ
の
枇
合
関
係
な
る
要
素
を
特
に
摘
出
し
て
、
こ
れ
を
以
て
マ
ル
ク
ス
思
想
髄
系
の
本
質
な
り
と
す
る
も
の
は
、
必
然
的
に
枇
合
皐
史
観
的
立
場
に
投
ぜ
ざ
る
を
え
ぬ
の
で
あ
る
。
か
L
る
立
場
に
あ
る
も
の
と
し
て
‘
筆
者
は
高
田
博
士
、
及
び
マ
ク
ス
・
ア
ド
ラ
l
の
二
人
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
ロ
o
し
か
し
な
が
ら
雨
者
共
に
、
同
様
の
牡
合
墜
史
観
を
主
張
せ
ん
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
高
田
博
士
に
於
て
は
、
人
口
撃
的
立
場
を
原
動
力
と
す
る
「
純
粋
関
係
」
の
そ
れ
で
あ
り
、
ア
ド
ヨ
!
は
「
枇
合
化
せ
る
人
間
」
〈
〈
空
間
0
3
Z
Z
E
z
z
g
mの
『
)
を
中
心
と
す
る
精
神
史
観
で
あ
る
こ
と
は
注
目
せ
ら
る
べ
き
貼
で
あ
る
。
す
な
は
ち
、
唯
物
史
観
に
於
け
る
下
部
構
活
と
し
て
の
経
済
関
係
を
、
前
者
に
於
て
は
、
枇
合
関
係
と
し
て
の
純
粋
関
係
を
代
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
経
潰
的
要
支
を
こ
れ
よ
り
全
然
抽
出
し
、
「
人
口
の
量
的
増
加
l
l
純
粋
関
係
」
の
立
場
に
於
て
、
上
部
構
造
成
立
の
地
盤
を
説
明
せ
ん
と
す
る
に
封
し
、
後
者
に
於
て
は
、
経
済
関
係
を
そ
の
ま
』
認
め
な
が
ら
も
、
こ
れ
を
枇
合
化
の
立
場
よ
り
観
察
し
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
!
と
し
て
の
文
化
と
.
枇
合
現
象
と
し
て
の
経
潰
関
係
と
の
匝
別
を
同
一
祉
命
日
現
象
中
の
異
な
れ
る
段
階
に
過
.
ざ
る
も
の
と
し
て
解
蒋
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
換
ι
一
一
目
す
れ
ば
、
高
田
博
士
に
於
て
は
、
下
部
構
造
に
於
け
る
経
済
関
係
と
枇
命
日
関
係
と
し
て
の
純
粋
関
係
と
の
こ
者
搾
一
的
の
交
替
に
よ
り
て
、
上
部
構
造
中
に
開
局
す
る
も
の
と
し
て
い
退
ひ
や
ら
れ
し
経
済
関
係
に
、
純
粋
関
係
を
代
置
せ
る
も
の
で
あ
り
、
ア
ド
ラ
l
に
於
て
は
、
経
済
関
係
を
、
そ
の
ま
λ
下
部
橋
治
中
に
認
め
な
が
ら
も
、
こ
れ
を
「
枇
合
化
せ
る
人
間
」
に
よ
り
て
精
神
化
し
、
こ
れ
に
よ
り
て
え
ら
れ
た
所
の
枇
合
現
象
な
る
外
被
を
つ
け
に
経
溶
関
係
が
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
の
文
化
成
立
の
出
愛
知
と
な
さ
れ
て
ゐ
厳
密
な
る
意
味
に
於
て
は
、
唯
物
史
観
の
基
本
関
係
と
せ
ら
る
る
所
の
、
経
済
関
係
へ
の
把
握
の
仕
方
を
異
に
し
て
は
ゐ
る
が
、
し
か
し
経
済
関
係
に
代
ゆ
る
に
何
等
か
の
仕
方
に
於
て
枇
合
関
係
を
代
置
せ
ん
と
し
た
こ
る
の
で
あ
る
。
と
は
、
雨
者
共
に
共
通
せ
る
所
と
稽
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
扇
一
口
問
団
保
馬
博
士
の
立
場
博
士
は
、
そ
の
論
惑
の
出
装
結
に
於
て
、
精
神
史
観
は
既
に
マ
ル
ク
ス
唯
物
史
観
に
よ
り
て
克
服
さ
れ
た
る
も
の
と
な
し
、
問
題
は
唯
物
史
観
の
安
蛍
性
如
何
に
あ
る
も
の
と
し
て
、
こ
れ
が
論
評
よ
り
始
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
、
、
、
、
論
評
の
結
論
と
し
て
、
博
士
自
身
の
所
謂
第
三
史
観
な
る
立
場
を
高
唱
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
こ
の
博
士
の
唯
物
史
観
に
針
す
る
批
判
は
、
ま
づ
第
一
に
、
唯
物
史
観
の
下
部
構
遣
に
於
て
蛍
然
の
前
提
と
さ
れ
つ
』
あ
る
「
生
産
力
」
批
判
に
向
け
ら
れ
て
ゐ
る
位
。
唯
物
史
観
論
者
は
生
産
力
の
自
己
運
動
が
生
産
関
係
と
街
突
し
、
こ
れ
が
上
部
椛
遺
愛
動
の
根
本
原
因
と
な
す
も
、
こ
の
坐
産
力
の
自
己
運
動
は
、
マ
ル
ク
ス
を
始
め
そ
の
他
の
組
述
者
に
於
て
果
し
て
泣
明
し
え
ら
る
る
も
の
な
る
や
否
や
の
民
間
を
な
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
博
士
は
.
か
h
る
詮
明
祉
合
の
上
・
下
総
遊
詩
三
四
一
商
業
と
経
済
三
四
二
は
そ
の
何
慮
に
於
て
も
見
出
し
え
ざ
る
も
の
と
な
し
口
、
か
へ
っ
て
、
生
産
関
係
が
、
生
産
力
に
、
廷
に
能
動
的
に
作
用
し
ロ
内
向
凶
H
A
W
同一
ω}
。
し
か
し
な
が
ら
博
士
は
こ
の
生
産
関
係
が
し
ば
/
¥
h
ロ
g
な
る
名
前
を
以
て
呼
ば
る
る
に
拘
ら
す
ご
れ
を
物
質
的
な
も
の
と
な
す
に
岡
山
力
反
野
し
付
、
生
産
関
係
は
、
、
、
、
人
と
人
と
の
結
合
又
は
関
係
在
示
す
も
の
と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
何
O
マ
ル
ク
ス
が
し
ば
/
¥
h
使
用
せ
る
、
枇
合
或
は
市
う
る
こ
と
す
ら
も
論
泣
き
れ
ん
と
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
民
一
枇
合
.
又
は
経
済
的
構
造
等
々
の
言
葉
は
結
局
に
於
て
人
と
人
と
の
結
合
関
係
に
腕
一
せ
ら
る
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
関
係
は
マ
ル
ク
ス
の
如
く
、
人
と
人
と
が
生
産
に
於
て
入
り
こ
む
も
の
で
は
な
い
所
の
純
粋
関
係
そ
の
も
の
で
あ
る
、
と
な
し
て
、
経
潰
的
要
素
を
こ
れ
よ
り
摘
出
し
て
以
て
上
部
構
造
に
治
ひ
や
り
、
経
済
の
決
定
者
的
地
位
を
被
決
定
者
の
そ
れ
に
竣
化
せ
し
め
ら
る
る
の
で
あ
る
ど
の
貼
に
博
士
の
主
張
の
骨
子
が
存
す
る
の
で
あ
る
が
、
我
々
は
こ
れ
ら
の
貼
を
尚
詳
細
に
博
士
の
言
葉
に
聞
か
う
何
O
、
、
、
、
、
、
「
牡
合
関
係
が
一
方
に
於
て
は
攻
治
的
、
法
律
的
構
造
を
作
り
他
方
に
於
て
は
、
経
済
と
観
念
と
冶
決
定
す
。
、
と
を
マ
ル
ク
ス
的
表
現
を
以
て
す
れ
ば
、
枇
合
関
係
と
い
ふ
下
部
構
造
の
上
に
、
攻
治
、
法
律
並
び
に
経
樹
、
観
念
と
い
ふ
こ
の
こ
上
部
構
活
が
形
成
せ
ら
れ
る
0
」
(
傍
貼
河
野
)
し
か
し
な
が
ら
こ
L
に
注
意
す
べ
き
こ
と
は
博
士
に
よ
り
て
、
最
も
基
本
的
な
関
係
と
せ
ら
る
る
「
純
粋
関
係
」
は
そ
れ
自
身
、
自
己
運
動
を
な
す
も
の
で
は
な
い
。
ニ
の
結
は
、
前
述
の
生
産
力
が
白
己
運
動
を
な
さ
ざ
る
と
同
断
で
あ
る
。
で
は
そ
の
背
後
に
あ
り
て
こ
れ
を
動
か
す
も
の
は
何
か
、
こ
れ
を
換
ニ
一
目
す
れ
ば
、
か
の
エ
ン
グ
ル
ス
の
所
謂
「
街
動
力
の
衝
動
力
」
(
叶
民
0
5品
宮
島
2
0円、吋
1
0
F『
態
。
)
叉
は
「
歴
史
本
来
の
窮
極
的
街
動
力
」
念
日
0
0一m
g
2
n
v
g
Z
5
8
吋
Hwzspo
合『
。
ωの
yrzoJに
蛍
る
も
の
は
何
か
、
博
士
に
よ
れ
ば
そ
れ
は
他
で
も
な
く
、
「
人
口
の
量
質
的
組
立
」
仔
(
階
級
及
第
三
史
観
)
又
は
「
人
口
の
量
的
増
加
」
何
〈
唯
物
史
観
の
第
三
史
観
へ
の
接
近
〉
こ
れ
で
あ
る
。
放
に
博
士
は
つ
ぎ
の
如
く
に
も
強
調
せ
ら
れ
る
。
「
私
は
く
り
返
し
て
云
ふ
。
生
産
力
は
自
ら
動
く
も
の
と
は
考
ヘ
に
く
い
。
も
の
を
求
め
て
も
こ
れ
を
生
命
の
自
己
増
殖
、
す
な
は
ち
人
口
の
増
加
以
外
に
、
求
む
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
」
ω
貼
河
野
)
こ
の
場
合
人
口
の
増
加
は
、
量
.
質
の
二
方
面
か
ら
考
へ
ら
る
る
の
で
あ
る
が
、
博
士
に
よ
れ
ば
結
局
人
口
の
増
加
は
、
量
的
培
加
に
邸
若
す
る
、
?
〕
の
際
ま
づ
問
題
と
な
る
の
は
、
人
口
の
数
旦
旦
で
あ
り
、
つ
ぎ
に
は
人
口
の
質
的
構
成
で
生
産
関
係
と
て
も
叉
然
り
。
自
ら
動
f寺・く
ゑ
W
岬。
け
れ
ど
も
杜
舎
の
人
口
内
部
の
質
的
差
異
が
数
量
増
加
に
伴
ふ
隔
離
と
見
ら
る
る
以
上
は
、
重
要
な
る
意
義
を
有
す
る
も
の
は
前
者
で
あ
る
旬
。
以
上
の
駄
を
綜
合
し
・
て
、
第
三
史
観
の
思
想
睦
系
は
、
博
士
諸
文
献
な
総
括
し
て
弐
の
如
く
心
も
要
約
せ
ら
れ
る
出
。
下
部
構
造
(
一
、
人
口
の
量
質
的
組
立
l
殊
に
人
口
の
量
一
質
増
加
(
一
日
開
(
二
、
枇
合
関
係
l
l
純
粋
関
係
(
U隙
附
糊
)
階
級
及
第
三
史
観
ノ
唯
物
史
観
の
第
三
史
観
へ
の
接
逗
¥
二
二
一
枇
舎
の
固
定
的
基
礎
i
就
中
攻
治
法
律
制
度
上
部
構
造
{
四
、
経
潰
f
五
、
精
神
的
文
化
一
位
舎
の
上
・
下
構
活
論
三
四
三
商
業
と
経
済
三
四
四
で
は
以
上
の
如
き
上
部
構
遣
と
下
部
構
造
と
の
交
渉
関
係
は
如
何
に
見
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
ら
う
か
。
す
な
は
ち
以
上
の
鰹
系
闘
に
於
け
る
二
一
~
、
と
(
三
)
と
の
交
渉
如
何
の
問
題
で
あ
る
。
元
よ
り
こ
れ
が
考
察
は
博
士
に
於
て
も
詳
細
に
行
は
れ
て
ゐ
る
。
博
士
は
、
ま
づ
唯
物
史
観
に
於
け
る
蛍
該
問
題
を
詳
漣
さ
れ
た
る
後
.
博
士
自
身
の
考
察
と
し
て
、
こ
れ
を
、
形
式
、
内
容
及
び
雨
者
ぞ
結
合
し
た
方
向
叉
は
定
型
の
三
方
面
よ
り
検
覆
せ
ら
れ
ん
と
し
て
ゐ
る
。
し
か
し
て
、
牡
合
関
係
、
す
な
は
ち
博
士
の
純
粋
関
係
が
、
精
神
文
化
に
封
し
て
有
す
る
関
係
は
、
そ
の
定
型
を
指
示
す
る
こ
と
に
於
て
決
定
的
勢
力
を
有
し
、
窮
械
に
於
て
は
、
依
然
と
し
て
、
枇
合
関
係
が
決
定
的
地
位
に
あ
る
も
の
と
せ
ら
れ
て
も
と
よ
り
上
述
の
如
き
精
神
文
化
が
、
祉
合
関
係
及
び
こ
れ
を
通
じ
て
人
口
の
量
質
的
組
立
に
反
作
用
を
及
ゐ
る
。
依
す
こ
と
は
博
士
も
こ
れ
を
無
視
さ
れ
て
は
ゐ
な
い
が
、
「
祉
合
関
係
に
封
す
る
か
L
る
反
作
用
著
し
き
に
も
拘
ら
宇
枇
合
関
係
ゆ
倍
以
て
枇
命
目
的
援
化
の
基
本
」
ω
な
り
と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
、
故
に
博
士
に
於
て
は
.
上
部
構
造
と
し
て
の
経
湾
或
は
観
念
、
が
.
枇
曾
関
係
に
反
作
用
す
る
こ
と
は
認
め
ら
る
べ
き
も
、
し
か
え
窮
極
に
於
て
」
決
定
的
な
る
も
こ
の
場
合
上
部
構
遣
と
し
て
の
精
神
文
化
の
自
己
決
定
性
の
承
認
せ
ら
れ
ぎ
る
こ
と
は
唯
物
史
観
と
同
様
に
解
し
て
よ
い
の
で
あ
る
。
の
は
、
祉
合
関
係
、
或
は
純
粋
関
係
な
り
と
見
倣
し
て
よ
い
。
以
上
の
博
士
の
根
本
的
立
場
を
綜
観
す
る
時
、
博
士
の
第
三
史
観
の
特
異
性
と
そ
の
理
論
の
濁
創
性
と
に
於
て
博
士
に
敬
意
を
表
す
る
こ
と
大
な
る
に
も
拘
ら
歩
、
向
こ
れ
に
封
し
て
、
筆
者
白
煙
の
立
場
よ
り
幾
多
の
質
疑
を
提
出
せ
ざ
る
を
え
ぬ
の
で
あ
る
。
AU 
ま
づ
、
最
初
に
、
博
士
の
主
張
を
支
持
す
る
姑
は
、
そ
の
壮
命
日
関
係
を
最
も
基
本
的
な
り
と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
貼
で
あ
る
。
こ
の
解
緯
は
博
士
と
同
様
唯
物
史
観
的
立
場
を
赴
舎
率
的
方
面
よ
り
基
礎
づ
け
ん
と
す
る
筆
者
の
立
場
と
同
様
で
あ
り
、
且
叉
博
士
の
推
論
に
一
暗
示
せ
ら
る
る
こ
と
多
大
な
る
も
の
あ
り
し
を
告
白
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
筆
者
の
解
す
る
立
場
は
同
じ
ぐ
「
枇
舎
関
係
」
な
る
名
穏
を
以
て
一
不
さ
る
る
も
そ
の
意
味
す
る
所
は
博
士
と
全
く
別
の
も
の
を
針
象
と
し
て
ゐ
る
。
こ
の
貼
に
於
て
博
士
の
壮
合
関
係
へ
の
第
一
の
疑
問
を
提
出
せ
ざ
る
を
え
ぬ
の
で
あ
る
。共
に
.
博
士
の
所
謂
枇
合
関
係
す
な
は
ち
純
粋
関
係
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
下
居
に
あ
る
人
口
の
量
的
増
加
と
の
建
結
関
係
の
不
明
瞭
な
る
こ
と
も
問
題
、
と
せ
ら
れ
.
ざ
る
を
え
ぬ
。
博
士
の
意
味
せ
ら
る
る
純
粋
関
係
は
極
め
て
抽
象
的
形
式
的
で
あ
り
、
そ
の
結
果
静
感
的
な
る
印
象
を
受
く
る
に
も
拘
ら
や
ヘ
人
口
の
量
的
増
加
は
、
自
己
運
動
を
な
す
貼
よ
り
見
て
極
め
て
資
質
的
で
あ
り
ユ
色
々
に
富
め
る
も
の
で
あ
り
、
且
叉
、
動
態
的
な
る
印
象
極
め
て
濃
厚
で
あ
る
。
以
上
の
如
き
凡
そ
針
蹴
貼
に
あ
る
も
の
と
見
ら
る
る
二
つ
の
概
念
が
、
如
何
に
し
て
結
合
さ
れ
.
如
何
に
し
て
人
口
の
量
的
増
加
が
純
粋
関
係
に
交
渉
し
て
以
て
上
部
構
造
と
し
て
の
精
神
文
化
を
制
約
す
る
や
は
、
博
士
は
不
幸
何
等
の
説
明
を
な
さ
れ
て
ゐ
な
い
の
で
あ
る
、
こ
れ
筆
者
の
第
二
に
疑
問
と
す
る
貼
で
あ
る
。
最
後
に
、
上
越
の
純
粋
関
係
と
精
神
文
化
と
の
連
結
関
係
と
の
不
明
な
る
こ
と
で
あ
る
。
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
或
は
観
念
と
何
等
関
係
な
き
も
の
と
せ
ら
る
る
純
枠
関
係
が
、
何
故
に
観
念
の
所
・
産
と
し
て
の
精
神
文
化
を
制
約
す
る
や
は
、
批
舎
の
上
・
下
構
語
論
三
四
五
商
業
と
経
済
一
四
六
こ
れ
筆
者
の
第
三
に
疑
問
と
す
る
所
で
あ
る
。
以
上
の
筆
者
の
質
疑
を
要
約
す
れ
ば
次
の
如
し
。
第
一
、
枇
合
関
係
叉
は
純
粋
関
係
の
形
式
性
或
は
抽
象
性
第
二
、
純
粋
関
係
と
そ
の
背
後
に
あ
る
人
口
の
量
的
培
加
と
の
関
係
第
三
、
純
粋
関
係
と
そ
の
上
部
構
遣
と
せ
ら
る
る
精
神
文
化
と
の
関
係
ま
づ
第
一
の
も
の
よ
り
始
め
や
う
。
博
士
に
よ
り
て
最
も
基
本
的
な
り
と
せ
ら
る
る
純
粋
関
係
は
、
人
と
人
と
の
結
合
関
係
或
は
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
も
な
く
、
且
叉
生
産
に
於
て
人
と
人
と
の
入
り
こ
む
も
の
で
な
い
所
の
物
質
問
係
」
な
り
と
せ
ら
る
る
も
の
で
あ
る
が
、
か
ゐ
る
結
合
関
係
は
、
か
の
ジ
ン
メ
ル
、
或
は
ワ
4
1
ゼ
の
結
合
又
は
関
係
等
々
と
同
一
の
範
時
と
見
倣
さ
る
る
様
で
あ
る
O 
博
士
に
於
け
る
そ
の
詳
細
な
る
解
説
な
き
た
め
、
そ
の
本
質
の
何
な
り
や
は
こ
れ
を
捕
捉
す
る
に
苦
し
む
も
の
で
あ
る
が
大
健
上
述
の
二
者
の
概
念
と
共
通
し
て
ゐ
る
立
場
を
採
ら
れ
つ
h
あ
る
も
の
と
云
っ
て
よ
い
で
あ
ら
う
。
も
し
博
士
の
結
合
が
以
上
の
如
き
も
の
と
せ
ば
、
そ
の
結
合
或
は
関
係
は
、
極
め
て
、
抽
象
的
、
或
は
形
式
的
の
色
彩
濃
厚
で
あ
り
、
こ
の
事
よ
り
し
て
果
し
て
歴
史
的
存
在
と
し
て
の
基
本
に
る
枇
合
関
係
の
賃
相
を
把
握
し
う
る
や
、
の
問
題
が
起
り
う
る
も
の
と
思
惟
せ
ら
る
る
の
で
あ
る
。
こ
の
黙
は
既
に
か
の
ク
イ
l
ゼ
の
関
係
枇
合
墜
の
、
我
々
現
質
の
一
枇
曾
関
係
の
探
求
に
奥
へ
し
非
奴
呆
性
を
想
起
す
れ
ば
足
る
。
我
々
は
博
士
の
純
粋
関
係
に
於
て
、
一
個
の
歴
史
鰭
と
し
て
、
且
叉
存
在
と
し
て
奥
へ
ら
る
る
現
賓
の
枇
合
関
係
と
は
相
蛍
の
距
離
あ
る
概
念
を
奥
へ
ら
る
る
や
の
感
を
深
く
す
る
の
で
あ
る
ο
第
二
に
-
以
上
の
如
き
人
口
の
量
質
的
組
立
て
、
就
中
人
口
の
量
的
増
加
が
枇
曾
幾
動
の
決
定
要
素
と
せ
ら
る
る
と
し
て
も
、
か
h
る
人
口
増
加
が
何
故
に
、
純
粋
関
係
と
必
然
的
に
結
合
す
る
や
の
詮
明
は
博
士
の
説
明
を
以
て
し
て
は
充
分
に
奥
へ
ら
れ
た
る
も
の
と
は
稀
し
え
ぬ
。
抽
象
性
、
形
式
性
と
し
て
の
純
粋
関
係
は
、
そ
こ
に
只
静
態
的
概
念
た
る
の
特
色
の
み
濃
厚
に
印
象
づ
け
ら
る
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
封
し
て
自
己
運
動
を
な
す
「
生
命
の
生
殖
」
す
な
は
ち
「
人
口
の
量
的
増
加
」
の
み
が
必
然
的
に
結
合
し
、
そ
の
他
の
も
の
が
.
常
に
、
こ
れ
と
結
合
し
え
ぬ
理
由
は
、
充
分
説
明
せ
ら
、
博
士
は
肢
に
他
の
個
所
に
於
て
、
観
念
叉
は
経
演
が
、
資
料
と
し
て
純
粋
関
係
れ
て
ゐ
る
と
は
解
し
え
ぬ
の
で
あ
る
。
の
内
容
を
構
成
し
う
る
こ
と
を
承
認
せ
ら
れ
て
ゐ
る
出
。
し
か
ら
ば
、
人
口
の
量
的
増
加
は
純
粋
関
係
へ
の
資
料
と
し
て
そ
の
内
容
を
構
成
し
う
る
経
済
と
は
如
何
な
る
関
係
に
あ
り
や
。
こ
の
場
合
、
人
口
の
量
的
増
加
の
み
が
特
に
純
枠
関
係
を
動
か
す
原
動
力
で
あ
り
、
資
料
と
し
て
の
経
済
は
こ
れ
を
動
か
し
え
ぎ
る
理
由
如
何
等
の
問
題
も
生
じ
て
〈
る
の
で
あ
る
、
こ
の
際
む
し
ろ
経
演
、
人
口
の
量
的
増
加
共
に
祉
合
関
係
の
内
容
叉
は
資
料
を
な
す
も
の
と
解
せ
ら
れ
ざ
る
在
え
ぬ
で
あ
ら
う
か
。
か
く
解
し
え
ば
、
経
済
を
博
士
の
如
く
、
上
部
構
造
に
祭
り
込
む
必
要
も
な
く
し
て
、
第
三
史
観
の
立
場
を
主
張
し
う
べ
く
、
且
叉
、
経
済
を
下
部
構
造
に
存
置
す
る
こ
と
は
.
決
し
て
第
三
史
観
の
自
殺
的
行
府
却
に
非
?
と
思
惟
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
経
済
的
要
素
は
、
歴
史
的
存
在
と
し
て
の
祉
合
関
係
健
中
に
、
偶
然
枇
合
¢
上
・
下
構
泣
論
三
四
七
商
業
主
経
済
三
四
八
的
、
一
時
的
に
.
そ
の
内
容
と
し
て
潜
在
よ
り
顕
在
の
欣
態
と
な
り
し
に
止
ま
り
、
決
し
て
こ
れ
が
永
久
的
に
.
枇
合
関
係
躍
の
全
憶
を
表
現
を
具
現
化
し
居
る
も
の
と
は
思
惟
し
え
ざ
る
が
故
で
あ
る
。
第
三
に
、
仮
に
、
人
口
の
量
的
増
加
を
以
て
自
己
運
動
を
な
す
祉
合
幾
動
の
窮
鼠
的
決
定
要
素
と
な
す
も
、
こ
の
事
室
は
、
博
士
程
明
確
で
は
な
く
と
も
、
「
生
命
の
生
殖
」
と
し
て
は
既
に
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
グ
ル
ス
の
文
献
中
に
も
見
出
さ
る
る
'
も
の
で
あ
る
。
す
な
は
ち
マ
ル
ク
ス
は
一
八
四
五
年
の
ド
イ
ツ
チ
エ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
於
て
、
つ
ぎ
の
如
く
に
も
稀
し
て
ゐ
る
似
。
「
か
く
て
あ
ら
ゆ
る
歴
史
の
理
解
に
蛍
っ
て
第
一
の
も
の
は
こ
の
根
本
事
買
を
(
人
聞
が
歴
史
を
作
り
う
る
た
め
に
は
生
き
る
こ
と
且
生
く
る
鋳
に
は
食
ひ
飲
み
住
ひ
、
若
る
こ
と
の
必
要
)
そ
の
全
き
怠
味
に
於
て
、
且
そ
れ
の
全
き
皮
が
り
に
於
て
観
察
し
そ
し
て
そ
れ
ぞ
正
蛍
に
評
低
承
認
す
る
こ
と
で
あ
る
0
・
:
:
:
第
二
に
満
足
さ
れ
た
最
初
の
欲
望
1
1
1
そ
れ
白
鰹
が
欲
望
満
足
の
行
動
並
び
に
既
に
鹿
得
さ
れ
た
所
の
欲
望
満
足
の
震
の
道
具
が
新
た
な
、
、
、
、
、
、
る
欲
望
に
導
く
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
Oi--:第
三
に
、
彼
等
自
身
の
生
活
を
日
日
新
大
に
作
る
人
間
が
他
の
人
間
を
作
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
畠
F
り
始
め
る
こ
と
、
す
な
は
ち
繁
殖
し
始
め
る
と
い
ふ
関
係
で
あ
司
O
o
-
-
夫
と
妻
と
、
親
と
子
と
の
問
の
関
係
す
な
は
ち
、家族
が
こ
れ
で
あ
る
。
」
(
傍
知
河
野
)
故
に
マ
ル
ク
ス
に
於
て
は
、
既
に
歴
史
の
始
源
に
於
て
、
飲
み
、
食
ひ
、
若
る
こ
と
と
共
に
、
家
族
の
構
成
を
把
握
す
べ
き
こ
と
を
説
い
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
マ
ル
ク
ス
が
生
命
の
生
殖
と
し
て
の
人
口
の
量
的
培
加
の
そ
も
そ
も
の
始
源
に
つ
い
て
論
及
し
、
且
叉
こ
れ
を
歴
史
の
理
解
の
最
も
重
要
な
る
要
素
と
な
し
て
ゐ
に
詮
践
と
な
し
う
る
。
更
に
エ
ン
グ
ル
ス
も
、
そ
の
著
「
家
族
.
私
有
財
産
及
び
園
家
の
起
源
」
に
於
て
、
「
歴
史
に
於
け
る
窮
極
的
決
定
要
素
は
現
資
的
生
命
の
生
産
.
及
び
再
生
産
」
(
傍
貼
河
野
)
と
し
て
、
博
士
の
人
口
の
量
的
培
加
へ
の
若
想
を
な
し
て
ゐ
る
や
う
に
解
せ
ら
れ
る
、
彼
等
は
既
に
生
命
の
生
殖
を
唯
物
史
観
の
根
本
的
要
素
中
の
一
と
し
て
説
き
、
博
士
は
第
三
史
観
に
於
て
そ
の
窮
極
的
決
定
要
素
と
し
て
、
「
生
命
の
自
己
増
殖
」
出
す
な
は
ち
「
人
口
の
量
的
増
加
」
を
設
か
る
、
我
々
は
、
第
三
史
観
と
唯
物
史
観
と
の
、
根
本
的
原
動
力
上
の
差
異
を
見
出
す
に
苦
し
む
も
の
で
あ
る
と
云
は
ざ
る
を
え
な
い
。
博
士
に
よ
れ
ば
、
雨
者
は
決
定
者
l
!被
決
第
四
に
博
士
の
所
謂
純
粋
関
係
と
精
神
的
文
化
と
の
関
係
で
あ
る
。
定
者
の
関
係
に
あ
る
も
の
と
せ
ら
る
る
も
、
博
士
に
於
け
る
純
粋
関
係
の
説
明
の
み
を
以
て
し
て
は
そ
の
精
神
文
化
へ
の
手
が
か
り
に
於
て
向
不
充
分
な
る
や
の
嫌
ひ
が
あ
る
。
博
士
に
よ
れ
ば
m
純
粋
関
係
と
は
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
「
所
説
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
関
係
で
は
な
い
‘
人
聞
の
意
識
を
通
過
せ
守
し
て
形
成
せ
ら
る
ゐ
意
味
に
於
て
.
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
争
仲
介
と
せ
守
、
、
、
、
、
、
、
内
容
止
せ
ざ
る
意
味
に
於
て
、
等
し
く
物
質
的
関
係
止
呼
ば
れ
う
る
.
只
そ
れ
が
生
産
関
係
と
異
な
る
所
は
、
人
々
が
そ
の
中
に
於
て
入
り
こ
む
の
で
は
な
い
貼
で
あ
る
。
'
一
(
傍
知
河
野
)
す
な
は
ち
純
粋
関
係
と
は
、
生
産
関
係
と
異
る
物
質
関
係
で
あ
・
っ
て
、
し
か
も
.
我
々
の
意
識
を
通
過
せ
歩
し
て
、
形
成
、
、
、
、
せ
ら
れ
た
る
も
の
で
あ
る
、
つ
ま
り
意
識
と
無
縁
に
形
成
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
、
こ
れ
を
別
見
す
れ
ば
意
識
前
的
(
恰
、
、
、
、
も
博
士
の
人
口
の
量
的
増
加
が
枇
合
関
係
叉
は
純
粋
関
係
に
封
し
て
枇
舎
前
的
な
る
如
く
)
と
稀
し
え
や
う
.
博
士
の
上
惑
の
純
粋
関
係
と
精
紳
文
化
と
の
関
係
を
意
識
を
中
心
と
し
て
書
き
直
し
て
見
る
と
弐
の
如
に
も
な
る
。
祉
〈
刊
の
上
・
下
誌
定
論
三
四
九
商
業
と
経
済
三
五
O
精被
神一決
文定
者化
純決
粋一定
関者
係
意
識
の
所
産
↑
|
意
識
前
的
(
意
識
無
関
係
的
)
結
局
に
於
て
、
意
識
を
通
過
せ
宇
し
て
形
成
せ
ら
る
る
、
意
識
に
無
線
な
る
も
の
が
、
意
識
を
通
じ
て
創
作
さ
る
る
文
化
を
決
定
す
る
と
い
ふ
事
に
な
る
の
で
あ
る
。
意
識
に
関
係
な
き
も
の
が
何
を
媒
介
と
し
て
怠
識
の
所
産
と
し
て
の
精
神
文
化
を
制
約
し
う
る
か
、
こ
の
結
に
関
し
て
は
、
マ
ル
ク
ス
は
、
既
に
観
念
を
以
て
「
外
界
の
存
在
の
頭
脳
に
移
植
さ
れ
、
識
誇
さ
れ
し
も
の
」
と
な
し
て
そ
の
同
質
性
た
る
こ
と
及
び
雨
者
へ
の
架
橋
を
果
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
、
マ
ル
ク
ス
の
か
h
る
見
解
の
安
時
間
一
位
の
如
何
は
別
問
題
と
し
て
も
、
と
に
か
く
彼
に
於
て
は
、
観
念
と
存
在
と
の
聞
に
は
何
等
既
に
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
仲
介
と
せ
宇
し
て
存
在
す
る
物
質
問
係
で
あ
る
。
文
化
を
制
約
す
る
や
、
の
手
が
か
り
を
示
さ
れ
て
は
ゐ
な
い
。
か
の
手
が
か
り
が
存
在
し
、
そ
の
爾
者
を
結
合
す
る
J
端
緒
が
存
在
し
て
ゐ
大
、
し
か
る
に
博
士
に
於
て
は
、
純
粋
関
係
は
、
、
、
、
、
、
か
h
る
物
質
関
係
が
如
何
に
し
て
精
神
か
h
る
説
明
な
く
し
て
、
精
神
文
化
の
窮
極
的
決
定
要
素
が
純
粋
関
係
な
り
と
は
命
説
明
の
不
充
分
な
る
感
を
深
く
す
る
の
で
あ
る
。
以
上
が
筆
者
の
博
士
の
見
解
へ
の
卒
直
な
る
疑
問
の
披
波
で
あ
る
。
こ
の
場
合
隼
敬
す
る
先
輩
へ
の
女
静
上
の
非
躍
は
切
に
博
士
の
宥
恕
を
乞
ふ
こ
と
と
し
て
、
英
理
探
求
の
熱
望
よ
り
こ
』
に
借
越
な
が
ら
筆
者
一
個
の
質
疑
を
提
出
し
た
る
も
資
に
博
士
の
教
示
と
叱
正
と
を
仰
が
ん
が
鍔
で
あ
る
。
こ
れ
を
要
す
る
に
筆
者
は
博
士
と
同
様
、
祉
曾
構
造
の
基
礎
関
係
と
し
て
の
枇
曾
関
係
は
、
博
士
と
同
様
最
も
安
蛍
な
る
も
の
な
る
こ
と
を
信
宇
る
も
、
こ
は
博
士
の
加
く
形
式
的
、
抽
象
的
に
解
せ
歩
、
こ
れ
を
一
個
の
歴
史
障
、
存
在
健
と
し
て
解
し
そ
の
内
に
あ
ら
ゆ
る
要
素
を
、
潜
在
、
或
は
顕
在
の
形
で
包
容
す
る
一
大
容
器
た
る
が
如
き
皮
汎
な
る
、
枇
曾
践
の
如
き
も
の
と
解
し
た
。
放
に
そ
の
内
に
経
湾
叉
は
人
口
関
係
等
種
々
な
る
要
素
が
交
替
的
に
賄
側
現
し
来
る
も
の
な
り
と
解
す
る
の
で
あ
る
、
只
こ
の
際
、
枇
合
関
係
そ
の
も
の
が
、
経
済
的
要
素
、
又
は
人
口
要
素
と
必
然
的
に
結
合
す
る
も
の
と
は
解
せ
歩
、
こ
れ
ら
の
も
の
は
、
枇
舎
関
係
を
舞
塁
と
し
て
一
時
的
、
偶
然
的
に
顕
現
し
来
る
も
の
な
り
と
解
し
た
い
の
で
あ
る
。
現
在
に
於
て
経
湾
的
要
素
の
優
越
的
な
る
地
位
を
占
め
つ
h
あ
る
は
敢
て
こ
れ
を
否
定
し
え
-
歩
、
且
叉
こ
れ
を
事
寛
な
り
と
認
め
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
只
、
そ
は
枇
曾
関
係
中
の
一
構
成
要
素
と
し
て
、
一
時
的
に
賄
側
現
し
来
れ
る
偶
然
的
の
も
の
と
解
す
る
を
至
蛍
と
す
る
で
あ
ら
う
。
つ
ぎ
に
上
部
構
造
と
精
紳
文
化
と
の
関
係
も
博
士
の
云
は
る
る
加
く
に
は
解
せ
宇
し
て
、
こ
れ
在
全
く
別
個
の
立
場
に
於
て
考
察
し
た
。
筆
者
は
、
文
化
を
以
て
祉
舎
関
係
の
被
決
定
的
要
素
叉
は
所
産
な
り
と
は
解
せ
宇
、
文
化
そ
れ
自
健
一
個
の
自
律
性
を
有
す
る
も
の
と
な
し
、
そ
の
上
に
於
て
、
下
部
構
造
と
し
て
の
舎
祉
関
係
と
一
種
の
交
渉
関
係
に
あ
る
も
の
と
信
宇
る
の
で
あ
る
。
第
マ
ク
ス
・
ア
ド
ラ
l
の
立
場
マ
ク
ス
・
ア
ド
ラ
l
は
、
ま
づ
第
一
に
、
マ
ル
ク
ス
の
唯
物
史
観
を
以
て
、
枇
曾
感
な
り
と
す
る
こ
と
を
以
て
、
そ
の
論
述
枇
舎
の
上
・
下
構
治
論
三
五
一
商
業
と
経
済
三
五
二
の
出
後
貼
と
な
し
て
ゐ
る
ω。
彼
は
マ
ル
ク
ス
唯
物
史
観
が
何
故
に
枇
合
事
な
り
ゃ
を
論
説
せ
ん
と
し
て
、
唯
物
史
観
.
か
、
図
民
経
潰
阜
、
或
は
世
界
観
、
叉
は
政
治
理
論
な
り
と
せ
ら
る
る
立
場
の
設
、
れ
る
こ
と
を
論
詮
せ
ん
と
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
例
せ
ば
、
唯
物
史
観
を
以
て
図
民
経
溌
撃
な
り
と
な
さ
ん
と
す
る
論
者
は
、
マ
ル
ク
ス
が
そ
の
著
書
の
題
目
と
し
て
選
ひ
し
関
門
昨
日
号
円
句
。
一
一
寄
与
g
c
r
oロ
。
百
円
。
に
於
け
る
閃
岳
山
庁
の
意
義
を
解
せ
ざ
る
も
の
で
あ
る
ω。
マ
ル
ク
ス
に
於
け
る
唯
物
史
観
は
、
躍
な
る
図
民
経
済
的
見
地
よ
り
以
外
の
一
居
炭
き
立
場
に
於
て
観
察
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
異
質
な
る
怠
味
に
於
て
の
解
明
伸
は
、
こ
れ
を
祉
合
的
生
産
過
程
の
諾
現
象
と
解
す
る
を
安
蛍
と
す
叉
唯
物
史
観
を
以
て
一
一
極
の
玖
治
理
論
と
な
さ
ん
と
す
る
立
場
は
、
こ
れ
が
一
個
の
厳
粛
な
る
科
壊
な
る
こ
と
を
浸
却
せ
る
も
の
で
あ
り
、
更
に
マ
ル
ク
シ
ズ
ム
を
一
個
の
世
界
観
と
な
さ
ん
と
す
る
議
論
も
、
科
墜
と
し
て
の
マ
ル
ク
シ
ズ
ム
在
曲
解
せ
る
も
の
と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
'
J
m
o
 
守
a
，.、
科
事
と
し
て
の
マ
ル
ク
シ
ズ
ム
す
な
は
ち
、
唯
物
史
観
は
、
「
現
象
の
全
胆
叫
す
な
は
ち
世
界
を
把
握
す
る
の
で
は
な
く
し
て
、
世
界
の
一
部
分
を
取
扱
ふ
も
の
で
あ
り
ご
般
法
則
に
於
け
る
諸
現
象
の
因
果
関
係
を
知
ら
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
」
問
。
放
に
そ
の
立
場
と
認
識
と
は
全
く
客
観
的
で
あ
り
、
そ
の
論
理
的
性
質
が
凡
て
の
主
観
を
方
法
論
的
に
克
服
し
、
客
観
の
思
惟
聯
闘
を
抽
出
せ
ん
と
す
る
こ
と
に
あ
る
は
、
何
人
も
疑
ひ
え
ぬ
所
で
あ
ら
う
。
こ
の
貼
に
於
て
皐
な
る
個
人
的
評
債
や
見
解
た
る
世
界
観
と
同
一
視
し
え
ぬ
も
の
と
解
し
て
ゐ
る
。
こ
の
貼
は
唯
物
史
観
と
哲
墜
的
立
場
又
は
世
界
観
と
の
間
に
相
蛍
な
る
距
離
を
承
認
し
、
唯
物
史
観
必
し
も
哲
準
的
立
場
よ
り
の
基
礎
づ
け
を
必
要
と
せ
ざ
る
も
の
と
解
せ
ら
る
る
高
田
博
士
の
解
縛
と
そ
の
軌
を
一
に
す
る
も
の
と
見
な
し
て
よ
い
ω。
か
く
し
て
ア
ド
ラ
l
に
於
て
は
.
マ
ル
ク
シ
ズ
ム
は
枇
舎
の
生
理
墜
な
り
と
解
せ
ら
れ
、
壮
舎
の
生
理
壊
が
今
日
の
意
味
に
於
て
は
祉
曾
墜
を
意
味
す
る
以
上
は
、
唯
物
史
観
そ
の
も
の
を
以
て
祉
曾
壊
な
り
と
解
す
る
は
些
も
不
可
解
な
る
も
の
に
非
ぎ
る
所
以
を
主
張
せ
ん
と
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
し
か
ら
ば
以
上
の
加
く
解
せ
ら
る
る
祉
舎
底
?
と
し
て
の
唯
物
史
観
は
ア
ド
ラ
l
に
於
て
は
如
何
な
る
内
容
を
有
す
る
も
の
で
あ
ら
う
か
。
そ
の
上
部
構
造
及
び
下
部
構
遣
に
つ
い
て
の
解
明
特
及
び
そ
の
相
互
関
係
へ
の
理
解
は
如
何
に
な
さ
れ
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
か
。
祉
人
目
撃
と
し
て
の
ア
ド
ラ
!
の
解
耀
の
忌
も
顕
著
な
る
特
色
は
、
唯
物
史
観
よ
り
唯
物
論
を
摘
出
し
て
こ
れ
を
放
来
せ
る
こ
と
で
あ
る
似
。
か
与
る
解
耀
は
、
所
諒
唯
物
韓
併
詮
法
の
立
場
に
立
た
ん
と
す
る
正
統
汲
マ
ル
ク
シ
ス
ト
に
於
て
は
到
底
夢
想
.
た
に
も
し
え
ざ
る
考
察
方
法
な
り
と
稽
せ
ら
る
る
で
あ
ら
う
。
な
ぜ
な
ら
唯
物
鉾
詮
法
論
者
に
於
て
は
唯
物
論
と
耕
詮
法
と
の
必
然
的
結
合
を
以
て
、
そ
の
唯
物
史
観
理
解
へ
の
必
須
の
前
提
と
な
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
る
に
ア
ド
ラ
l
に
於
て
は
、
唯
物
史
観
は
一
個
の
科
墜
と
し
て
「
枇
舎
生
活
の
因
果
的
関
聯
及
ひ
護
展
諸
傾
向
の
採
求
」
守
目
的
と
し
，
牡
舎
生
活
の
過
程
及
び
そ
の
形
成
に
針
す
る
経
済
的
関
係
の
根
本
的
意
義
か
ら
出
愛
し
て
枇
合
的
諸
過
程
そ
れ
白
躍
の
客
観
的
関
聯
に
関
す
る
根
本
的
要
素
を
明
示
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
」
に
反
し
て
、
唯
物
論
は
、
形
而
上
墜
に
印
刷
し
、
科
壊
の
領
域
と
は
何
等
の
関
係
な
き
も
の
で
あ
る
。
故
に
科
鴎
?
と
形
而
上
島
一
・
位
合
の
上
・
下
構
詮
論
三
五
三
商
業
と
経
済
三
五
回
と
の
間
に
何
等
の
交
渉
な
き
が
如
く
、
唯
物
史
観
と
唯
物
論
と
の
聞
に
も
何
等
の
聯
関
関
係
は
認
め
え
な
い
。
こ
れ
科
恩
一
e
と
形
而
上
墜
と
は
、
そ
の
思
惟
目
的
密
兵
に
し
、
科
壊
に
於
て
は
、
「
出
来
事
・
の
合
法
則
性
の
客
観
的
認
識
が
求
め
ら
れ
同
個
々
の
諸
現
象
及
ひ
個
々
の
諸
過
程
を
取
扱
ひ
、
そ
の
根
源
を
極
め
、
そ
の
全
聯
闘
の
諸
法
則
」
悶
に
及
ぶ
も
の
で
あ
っ
て
、
軍
に
世
界
の
一
断
片
す
な
は
ち
諸
現
象
の
部
分
領
域
を
目
的
と
す
る
に
反
し
、
一
。
形
而
上
壊
は
世
界
そ
れ
自
睦
を
取
扱
ふ
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
」
。
故
に
唯
物
史
観
は
必
然
的
に
唯
物
論
と
関
聯
を
有
す
る
も
の
と
は
栴
し
え
な
い
の
で
あ
る
。
賓
詮
論
者
と
し
て
の
マ
ル
ク
ス
に
於
け
る
唯
物
論
は
「
思
惟
さ
れ
た
関
聯
か
ら
出
愛
す
る
代
り
に
、
事
物
の
現
宜
的
関
係
か
ら
、
精
神
運
動
の
観
念
的
規
定
の
代
り
に
、
事
質
的
後
展
の
物
質
的
諸
関
係
か
ら
出
後
す
べ
き
こ
と
を
云
へ
る
に
過
ぎ
な
い
。
」
ω
故
に
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
グ
ル
ス
に
於
け
る
「
物
質
的
な
る
言
葉
は
通
常
の
意
味
に
於
て
解
せ
ら
る
る
如
く
躍
な
る
素
材
と
し
て
の
物
質
よ
り
出
愛
せ
る
も
の
と
な
す
べ
き
で
は
な
く
現
宜
的
或
は
経
験
的
の
も
の
と
解
す
る
を
至
訟
と
す
る
。
」
ω
更
に
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
グ
ル
ス
に
於
け
る
排
詮
法
は
、
「
賓
詮
的
因
果
的
事
賓
の
確
認
」
ω
を
の
み
意
味
し
、
何
等
形
而
上
準
的
の
意
味
を
有
せ
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
故
に
形
而
上
墜
と
し
て
の
唯
物
論
に
、
形
而
上
墜
に
非
ざ
る
耕
詮
法
を
結
合
し
て
唯
物
油
開
設
法
と
な
さ
ん
と
す
る
は
結
合
す
べ
か
ら
ぎ
る
も
の
を
結
合
し
て
、
之
を
正
常
な
る
も
の
と
す
る
暴
事
冶
犯
す
も
の
と
云
は
ざ
る
を
え
な
い
。
以
上
の
如
く
に
し
て
ア
ド
ラ
!
は
唯
物
史
観
と
唯
物
論
と
の
聞
に
は
、
必
然
的
の
結
合
関
係
は
存
せ
ざ
る
も
の
と
し
て
そ
の
濁
特
の
唯
物
史
観
臆
系
の
解
緯
へ
と
進
ま
ん
と
す
る
。
彼
は
経
湾
周
一
e
批
判
序
説
に
於
け
る
前
惑
の
マ
ル
ク
ス
の
有
名
な
る
公
式
を
か
与
け
上
部
構
造
・
下
部
構
建
論
争
}
そ
の
論
惑
の
封
象
と
な
し
て
、
下
部
構
遣
に
於
け
る
生
産
力
、
生
産
関
係
、
生
産
方
法
、
生
産
傑
件
等
々
そ
凡
て
物
質
化
よ
り
解
放
し
、
こ
れ
φ
伊
う
枇
舎
化
せ
る
人
間
」
(
ぐ
qmgo}一月
g
z
z
z
g∞のご
ω
な
る
範
時
に
よ
り
て
把
握
し
以
て
、
唯
物
史
観
の
全
健
系
の
精
神
化
を
企
て
ん
と
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
枇
合
化
せ
る
人
聞
を
中
心
と
す
る
生
産
関
係
は
、
以
上
の
前
提
よ
り
し
て
、
必
然
的
に
人
間
諸
関
係
と
な
り
更
に
「
人
間
の
一
定
の
目
的
意
識
的
行
動
を
句
合
せ
る
精
神
諸
関
係
」
ω
と
な
る
は
蛍
然
の
蹄
結
と
都
せ
ら
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
放
に
彼
は
云
ふ
。
「
経
掛
関
係
は
多
く
の
人
ω
誤
解
せ
る
加
く
非
精
神
的
な
も
の
、
す
な
は
ち
物
質
的
な
る
因
チ
が
枇
舎
に
働
き
か
け
る
の
で
は
な
く
、
こ
の
経
済
関
係
そ
の
も
の
が
本
来
精
神
的
な
あ
る
も
の
に
て
.
そ
は
精
神
的
者
一
般
と
し
て
の
み
理
解
し
う
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
は
も
そ
れ
は
畢
克
人
間
的
関
係
で
あ
り
‘
一
に
結
合
せ
る
人
聞
の
要
素
的
.
原
基
的
な
る
関
係
に
他
な
ら
ぬ
。
:
:
;
歴
史
を
作
る
も
の
は
決
し
て
神
秘
的
.
強
匪
迫
の
.
人
聞
に
向
っ
て
生
命
な
き
自
然
暴
力
の
如
く
に
襲
ひ
来
る
経
掛
関
係
で
は
な
く
‘
常
に
人
閉
そ
れ
自
舟
で
あ
る
。
」
印
「
唯
物
史
観
は
そ
の
一
切
の
概
念
に
内
在
す
る
所
の
.
祉
舎
化
の
形
式
に
於
て
行
動
す
る
人
聞
に
つ
い
て
の
思
想
冶
無
視
し
て
は
存
在
し
え
な
い
も
の
で
あ
る
o
」
伐
「
経
済
関
係
と
は
‘
責
は
一
杭
舎
関
係
に
他
な
ら
ぬ
、
し
か
も
こ
の
枇
舎
関
係
は
、
人
間
的
関
係
で
あ
0
、
云
は
立
入
が
そ
の
内
に
て
生
産
し
、
交
渉
し
.
消
費
す
る
所
の
関
係
に
他
な
ら
ぬ
。
」
ω
か
く
し
て
ア
ド
ラ
l
は
突
の
如
く
に
も
結
論
し
て
云
ふ
。
「
何
等
跨
路
な
く
し
て
一
切
枇
舎
墜
的
概
念
の
精
神
性
を
高
唱
す
る
こ
と
を
以
て
自
己
の
立
場
の
本
質
的
要
素
と
な
し
た
も
の
は
正
に
マ
ル
祉
合
の
上
・
下
構
詰
論
三
五
五
商
業
と
経
済
五
六
ク
ス
そ
れ
自
身
で
あ
る
。
」
側
以
上
の
加
く
に
し
て
生
産
関
係
す
な
は
ち
経
湾
関
係
を
精
神
化
せ
る
ア
ド
ラ
l
は
「
生
産
力
」
を
も
同
一
の
考
察
方
法
に
よ
っ
て
「
人
間
的
な
も
の
」
す
な
は
ち
精
神
化
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
生
産
カ
と
は
「
人
間
に
よ
っ
て
そ
の
目
的
の
に
・
め
に
意
識
し
て
使
用
さ
れ
た
所
の
自
然
カ
で
あ
る
。
」
ω
故
に
そ
れ
は
「
人
間
以
外
の
物
質
的
要
素
で
は
な
く
、
そ
の
本
来
の
諸
カ
で
あ
り
、
持
働
力
で
あ
る
。
」
附
し
か
し
て
ご
の
持
働
力
は
「
人
間
が
そ
の
生
活
の
維
持
、
確
保
、
改
善
を
成
就
す
る
所
の
自
然
カ
の
目
的
意
識
的
使
用
に
よ
っ
て
強
大
な
ら
し
め
ら
る
る
も
の
で
あ
る
J
m
し
て
の
労
働
カ
は
豆
・
な
る
生
理
的
、
筋
肉
作
用
で
は
な
く
し
て
、
ま
づ
第
一
に
そ
の
精
神
が
所
属
す
る
所
の
人
間
活
動
が
故
に
、
生
産
力
と
の
特
殊
過
程
」
ω
と
見
ら
る
る
の
で
あ
る
。
か
λ
る
根
本
概
念
よ
り
出
愛
せ
る
ア
ド
ラ
l
に
於
て
は
、
そ
の
上
部
構
造
と
下
部
構
造
と
の
関
係
は
、
結
局
の
所
、
一
の
精
神
的
な
る
も
の
の
他
の
精
紳
的
な
る
も
の
へ
の
依
存
を
取
扱
ふ
も
の
に
過
.
ざ
る
に
至
る
は
蛍
然
の
推
論
過
程
と
云
は
れ
う
る
で
あ
ら
う
。
す
な
は
ち
、
ア
ド
ラ
!
に
と
っ
て
は
、
唯
物
史
観
の
上
部
構
造
・
下
部
構
遣
の
関
聯
在
二
つ
の
要
素
、
す
な
は
ち
、
一
は
経
湾
的
、
他
は
観
念
的
の
も
の
よ
り
出
穫
す
る
と
な
す
は
、
誤
解
の
甚
し
き
も
の
と
な
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
彼
は
云
ふ
ω、
「
純
物
質
的
な
る
経
湾
と
、
純
精
神
的
な
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
を
、
封
置
す
る
見
方
は
、
最
初
か
ら
唯
物
史
観
の
根
本
概
念
を
設
ま
る
も
の
で
あ
る
、
何
と
な
れ
ば
既
遁
の
如
く
、
経
湾
関
係
と
云
ふ
は
、
生
産
行
程
中
に
於
け
る
枇
舎
化
せ
る
行
動
的
人
間
の
関
係
に
他
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
Oi--:故
に
経
済
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
の
関
係
の
問
題
は
、
人
間
の
精
神
が
物
質
的
要
素
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
と
い
ふ
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
と
に
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
は
全
然
異
っ
て
、
生
活
の
一
定
の
物
質
的
前
提
の
内
部
に
於
て
、
精
神
は
自
ら
如
何
に
愛
展
す
る
か
、
と
い
ふ
こ
更
に
厳
密
に
云
へ
ば
そ
れ
ぞ
れ
奥
へ
ら
れ
た
る
弊
働
行
程
の
歴
史
的
傑
件
の
下
に
於
て
、
持
働
行
程
及
び
そ
れ
に
伴
ふ
あ
ら
ゆ
る
精
神
的
活
動
が
如
何
に
展
開
す
る
か
と
い
ふ
事
が
問
題
な
の
で
あ
る
。
こ
の
立
場
か
・
り
す
れ
ば
、
経
済
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
は
全
然
異
っ
た
こ
つ
の
も
の
で
は
な
い
、
む
し
ろ
一
の
且
同
一
な
る
精
紳
的
関
係
の
二
つ
の
異
っ
た
段
階
で
あ
る
」
(
傍
鮎
河
野
)
す
な
は
ち
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
下
部
構
造
と
し
て
の
経
演
と
全
然
同
一
要
素
た
る
精
神
を
以
て
構
成
せ
ら
る
る
も
の
で
あ
り
、
只
そ
の
愛
生
の
段
階
上
の
差
異
を
示
す
が
故
に
か
』
る
名
稽
を
付
す
る
に
過
ぎ
る
こ
と
と
な
っ
て
く
る
。
更
に
彼
に
於
て
は
、
下
部
構
造
の
最
下
居
に
あ
る
技
術
も
精
神
化
せ
ら
る
る
も
の
と
な
し
、
経
済
関
係
と
技
術
と
は
全
く
別
種
の
二
個
の
も
の
に
非
宇
し
て
、
か
へ
・
っ
て
「
同
一
の
精
神
渇
程
の
二
面
」
仰
と
解
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
『
)
、
ゐ
に
於
て
彼
の
唯
物
史
観
鐙
系
を
概
観
す
る
時
、
彼
の
健
系
に
於
て
は
、
下
部
構
造
の
最
下
居
と
し
て
の
技
術
及
び
経
済
関
係
よ
り
上
部
構
造
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
至
る
迄
徹
頭
徹
尾
精
神
化
が
行
は
れ
て
ゐ
る
事
寅
在
見
出
し
う
る
の
で
あ
る
、
こ
れ
彼
の
髄
系
が
特
異
な
る
名
稿
、
ア
ド
ラ
l
リ
ズ
ム
を
以
て
呼
ば
る
る
所
以
で
あ
る
。
し
か
ら
ば
以
上
の
如
き
意
味
に
於
て
精
神
化
せ
ら
る
る
役
の
思
想
健
系
に
於
て
、
上
部
構
造
と
下
部
構
造
と
の
関
係
は
如
何
に
考
へ
ら
れ
つ
』
あ
る
で
あ
ら
う
か
。
彼
は
唯
物
史
観
が
「
窮
極
に
於
て
」
経
済
を
決
定
要
素
な
り
と
す
る
一
批
合
の
上
・
下
構
造
論
三
五
七
商
業
と
経
済
三
一
五
入
こ
と
を
極
め
て
偏
侍
性
あ
る
も
の
も
非
難
す
る
マ
ク
ス
・
ワ
エ
1
パ
l
、
エ
ル
ン
ス
ト
・
ト
ル
エ
ル
チ
の
そ
れ
を
排
し
ご
れ
ゆ
二
枇
舎
過
程
の
因
果
的
説
明
の
震
の
確
固
た
る
狼
本
方
向
づ
け
(
の
E
E
o
ュg
t
o
E口
問
)
を
提
供
し
、
且
叉
祉
合
生
活
の
現
質
的
因
果
理
論
を
可
能
な
ら
し
む
る
も
の
と
解
し
て
印
、
上
述
の
如
き
祉
合
化
せ
る
人
聞
を
中
心
と
す
る
唯
物
史
観
に
於
て
も
、
経
済
の
窮
極
的
決
定
要
素
た
る
こ
と
は
蛍
然
認
め
ら
る
べ
き
も
の
と
し
た
。
こ
れ
を
換
言
す
れ
ば
唯
物
史
観
は
精
神
の
作
用
を
充
分
に
肯
定
し
、
祉
合
過
担
任
の
根
本
的
の
方
向
づ
け
と
し
て
の
経
済
な
る
軌
道
ハ
の
巳
岱
⑦
を
走
り
つ
λω
そ
の
上
に
蒸
気
機
関
車
と
し
て
の
精
神
の
活
躍
を
認
め
ん
と
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
貼
は
彼
の
つ
ぎ
の
言
葉
に
よ
っ
て
も
窺
知
し
え
や
う
ω。
「
唯
物
史
観
は
‘
精
神
の
件
用
を
も
、
祉
合
的
因
果
の
問
題
と
見
倣
し
、
根
本
に
あ
る
経
瀦
関
係
に
基
き
つ
』
も
1
1ー
そ
の
内
に
観
念
も
現
れ
て
く
る
の
で
あ
る
が
|
|
こ
れ
を
(
精
神
〉
縮
少
せ
ん
と
す
る
所
で
は
な
く
し
て
、
か
へ
っ
て
、
そ
の
増
大
.
そ
の
活
動
可
能
性
‘
そ
の
枇
曾
的
領
域
を
明
ら
か
に
せ
ん
と
努
め
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
」
放
に
ア
ド
ラ
!
に
於
て
は
、
経
済
な
る
根
本
軌
道
に
そ
ふ
範
園
内
に
於
て
精
神
な
る
も
の
の
活
動
が
承
認
さ
れ
て
、
、
、
、
、
、
、
、
ゐ
る
の
で
あ
る
、
只
こ
の
際
あ
く
迄
も
注
目
す
べ
ま
こ
と
は
、
軌
道
と
し
て
の
経
済
の
存
在
及
び
こ
の
軌
道
を
脱
線
せ
こ
の
貼
に
於
て
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
経
潜
関
係
と
同
一
一
精
神
現
象
の
異
っ
た
段
階
で
は
あ
り
な
が
ら
も
、
向
下
部
構
造
と
し
て
の
経
済
関
係
叉
は
る
時
は
精
神
的
活
動
も
、
そ
の
機
能
を
果
し
え
な
い
も
の
と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
貼
で
あ
る
。
人
と
人
と
の
祉
合
的
関
係
に
規
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
と
稀
す
べ
き
で
あ
ら
う
、
す
な
は
ち
、
ア
ド
ラ
l
に
於
て
も
精
神
文
化
と
し
て
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
最
大
可
能
の
活
動
を
許
容
せ
ん
と
す
る
が
如
く
で
は
あ
り
な
が
ら
も
、
命
そ
の
規
定
的
要
素
と
し
て
の
l
i
彼
の
所
謂
軌
道
と
し
て
の
l
l
経
済
を
窮
極
的
の
も
の
と
な
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
、
長
も
経
済
な
る
も
の
が
彼
に
於
て
は
極
め
て
特
異
な
る
精
紳
化
、
祉
合
化
を
な
さ
れ
て
は
ゐ
る
も
の
の
、
命
上
部
構
造
と
し
て
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
被
決
定
者
た
る
貼
に
於
て
は
愛
化
は
見
出
し
え
な
い
。
こ
の
貼
に
於
て
、
壮
舎
墜
的
史
観
あ
ら
う
。
に
於
て
す
ら
も
、
上
部
構
造
に
奥
へ
ら
る
る
そ
の
自
己
決
定
性
へ
の
許
容
は
極
め
て
貧
弱
な
る
も
の
と
見
る
べ
き
で
唯
物
史
観
に
於
け
る
経
済
的
要
素
を
何
等
か
の
方
法
に
於
て
排
除
せ
ん
と
す
る
祉
舎
墜
史
観
は
そ
れ
丈
唯
物
史
観
の
多
大
な
る
修
正
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
、
し
か
る
に
も
拘
ら
?
、
上
部
構
遣
と
し
て
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
封
す
る
評
債
は
唯
物
史
観
と
大
差
あ
る
を
見
出
し
え
な
い
。
唯
物
史
観
に
於
て
は
、
下
部
構
造
と
し
て
の
生
産
関
係
叉
は
経
済
関
係
に
於
て
、
枇
合
率
的
史
観
に
於
て
は
下
部
構
造
に
於
け
る
人
と
人
と
の
純
粋
関
係
、
又
は
枇
曾
関
係
に
於
て
、
そ
の
枇
合
愛
展
の
原
動
力
を
見
出
さ
ん
と
し
、
精
神
的
産
物
と
し
て
の
上
部
構
遣
は
こ
れ
に
釣
す
ゐ
附
隠
的
立
場
に
於
て
の
み
存
在
理
由
を
奥
へ
ら
る
る
に
過
ぎ
る
黙
に
於
て
雨
者
共
に
共
通
せ
る
も
の
と
稽
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
故
に
、
そ
の
精
神
文
化
の
立
場
、
を
担
否
せ
ん
と
す
る
傾
向
に
於
て
は
、
唯
物
史
観
へ
の
批
判
は
、
そ
の
ま
』
こ
れ
に
も
遁
用
し
う
る
の
で
あ
る
。
(
1
)
 
、
、
の
二
人
以
外
に
も
前
一
位
台
車
史
観
中
に
色
合
ぜ
ら
る
べ
き
人
々
も
存
在
す
る
が
今
は
便
宜
上
、
-
れ
た
げ
に
止
め
土
(
2
)
 
高
田
保
馬
博
士
、
生
産
力
の
自
己
迩
勤
(
経
済
論
叢
第
三
十
五
巻
の
五
)
品
会
照
。
枇
舎
の
上
・
下
構
建
論
三
五
九
商
業
と
経
済
二ハ
O
(
3
)
 
前
掲
.
三
一
頁
Q
(
4
)
 
高
田
博
士
、
階
級
第
三
史
観
.
二
六
九
頁
。
(
5
)
 
前
掲
二
六
九
頁
。
(
6
)
 
三
二
O
頁。
前
掲
(
7
)
 
二
九
九
頁
、
三
三
三
頁
、
三
四
二
具
u
前
拐
(
8
)
 
高
田
博
士
‘
唯
物
史
観
の
第
三
史
観
へ
の
接
近
(
経
済
論
議
第
三
十
六
径
の
六
)
一
七
頁
Q
一
八
頁
υ
(
9
)
 
市l
f品
(
同
)
前
t是
一
七
頁
。
(
孔
)
階
紋
北
第
三
史
観
生
産
力
の
自
己
認
勤
及
び
唯
物
史
の
第
三
史
観
へ
の
接
注
よ
リ
誼
出
し
て
結
合
す
。
前
掲
三
O
九
頁
(
臼
)
前
拐
、
階
級
及
第
三
史
観
、
三
一
二
頁
、
(
臼
)
前
掲
六
一
一
具
、
(
U〉
ロ
-
E
R
g
o
4
L円。
r
y
g
E
F
ω
・ぬ品。・
(
お
)
前
掲
、
唯
物
史
観
の
第
三
史
観
へ
の
接
近
、
一
八
頁
。
(
日
)
前
拐
、
生
産
力
の
自
己
運
動
、
コ
一
三
頁
υ
(
日
目
)
]
r
p
M
K
F
2
5
H
o
y円
ZOH
門凶ぬ『
B
P
Zユロ一日注目
m
o
r
B
O
o
m
o
r芯
Z
S
B的
自
由
明
国
自
門
凶
wH・
Hog・∞
-
g・
、
、
、
、
、
、
丸
、
、
の
際
ア
ド
ラ
1
の
社
合
性
は
マ
W
グ
ス
向
社
合
性
に
着
目
ぜ
し
ょ
リ
も
、
む
し
ろ
カ
シ
ト
に
於
げ
ろ
先
験
的
世
A
W
性
島
有
ぜ
ろ
個
人
に
そ
の
ふ
一
万
組
応
え
士
ろ
も
の
な
る
こ
と
た
注
意
し
て
お
き
れ
い
O
Lか
し
、
そ
の
祉
A
M
H
串
的
立
場
に
立
脚
ぜ
ん
と
す
ろ
所
口
高
田
博
士
と
共
通
な
の
で
、
使
宜
上
旬
、
れ
た
枇
令
阜
史
観
中
に
色
合
し
士
。
(
日
)
日目)円仏
-w
∞
-
m
N
A
肝・
(
別
)
(
幻
)
日H
V
日
仏
-wm・
ぬ
∞
・
日目)目白
-
w
∞・
ω〕戸・
(
沼
)
高
田
博
士
、
生
産
力
の
自
己
運
動
、
一
頁
o
-σ日
仏
・
・
∞
・
ω∞・
(
幻
)
(
弘
)
ロν日仏
-
w
∞
-
∞
4
A
F
-
-
4
u
・
(
%
)
 
日
目
)
山
内
凶
・
・
∞
・
4
。・
(
部
)
(
幻
)
(
鉛
)
日
目
)
円
仏
-w
印・
H
O
O
-
即日)日仏
-wω
・
H
O
O
-
即日)円臼・
-
m
-
H
C
0・
(
却
)
(
印
)
〈
叫
〉
(
泊
〉
山
田
)
円
仏
-
w
∞・
H
U
U
・
日
}
】
{
【
同
・
・
∞
-
H
U
4・
山
田
秀
雄
邦
諮
、
思
想
家
と
し
て
の
T
W
グ
ス
、
九
四
l
九
五
頁
。
井
原
札
邦
諒
‘
カ
シ
ト
と
マ
bw
グ
ジ
メ
ム
(
春
秋
枇
大
思
想
全
集
四
十
こ
を
〉
一
O
五
頁
。
(
お
)
U
M
V
ヨ
司
w
h
v
g
F
JFNお
立
チ
言
一
O
五
頁
。
(
悦
)
前
掲
邦
語
一O
二
頁
。
(
出
)
日
rrun
〉
仏
-
2
w
F
o
r円
r
s
y
出
Eι
・
H
・
∞
・
H
O
H
・
(
鉛
)
日目)目白
-
w
∞
-
H
。
ω・
枇
合
の
上
・
下
構
造
論
一六
商
業
と
経
済
-'-
ノ、
(
幻
)
日
げ
目
白
-
w
∞・〕【。
mw
・
(
部
)
目立
?
ω
・∞
H
O
O
-
h
E
叶・
(
印
)
(
却
)
前
掲
邦
語
、
カ
シ
干
と
マ
ル
グ
ジ
メ
ム
、
一
O
七
頁
Q
vpu円
〉
色
0
3
F岳
円
ヴ
ロ
の
}
グ
国
g
a・
H
H
W
∞-
R・
(
叫
)
日
目
)
目
白
-w
∞-
m
A
H
・
(
川
町
)
(
何
回
)
日
目
】
円
円
四
-wω
・∞叶・
日
目
】
日
仏
-
w
∞・ぬ∞・
第
三
章
上
部
構
造
を
中
心
と
す
る
諸
島
e
読
上
部
構
造
を
中
心
と
す
る
諸
島
ナ
設
は
、
前
惑
の
下
部
構
造
を
中
心
と
す
る
唯
物
史
観
及
び
枇
舎
皐
史
観
の
そ
れ
に
反
し
、
マ
ル
ク
ス
の
所
謂
上
部
構
造
を
無
視
せ
ん
と
す
る
態
度
に
反
針
す
る
も
の
で
あ
る
。
元
よ
り
こ
の
立
場
に
あ
る
人
々
も
、
下
部
構
造
を
全
然
そ
の
視
野
よ
り
排
除
せ
ん
と
す
る
の
で
は
な
い
が
、
よ
り
以
上
に
上
部
構
造
に
カ
貼
を
お
か
ん
と
す
る
立
場
に
あ
る
以
上
、
こ
れ
を
上
部
構
造
を
中
心
と
す
る
諸
埋
設
と
稀
し
で
も
差
支
へ
な
い
で
あ
ら
う
。
而
し
て
か
』
る
立
場
に
あ
る
者
は
幾
多
の
人
々
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
が
ご
h
に
は
そ
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
バ
ル
ト
と
プ
ラ
ワ
ン
タ
!
ル
と
に
つ
い
て
討
究
し
て
行
き
た
い
臼
o
第
一
節
バ
ウ
ル
・
バ
ル
ト
の
立
場
バ
ル
ト
は
そ
の
著
に
於
て
、
マ
ル
ク
ス
の
唯
物
史
観
瞳
系
に
特
異
な
る
解
懇
を
施
し
、
下
部
構
造
に
於
て
は
、
そ
の
技
術
或
は
経
営
的
要
素
を
極
度
に
重
要
視
せ
ん
と
し
位
、
上
部
構
造
に
於
て
は
、
そ
の
溺
立
性
を
示
す
所
の
種
々
な
る
論
詮
を
な
さ
ん
と
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
マ
ル
ク
ス
の
睦
系
は
、
つ
ぎ
の
如
く
置
き
代
へ
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
す
な
は
ち
樫
系
固
に
よ
り
て
示
せ
ば
、
マ
ル
ク
ス
の
生
産
力
l
l
生
産
関
係
l
l
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
ー
な
る
蓮
結
は
、
一
定
の
技
術
の
朕
態
ll-
一
定
の
経
営
扶
態
ー
ー
一
定
の
所
有
制
度
1
1
一
定
の
政
治
的
上
居
建
築
l
l
一
定
の
枇
曾
的
意
識
形
態
(
宗
教
、
義
術
、
哲
接
的
の
も
の
)
と
な
る
べ
き
も
の
と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
qu
こ
の
場
合
彼
が
生
産
力
に
代
ふ
る
に
一
定
の
技
術
の
朕
態
を
以
て
せ
ん
と
し
た
の
は
、
か
の
一
八
四
九
年
の
「
賃
労
働
と
資
本
」
中
の
、
技
術
と
経
済
関
係
と
に
閲
す
る
文
献
に
基
く
も
の
で
あ
り
、
そ
の
経
営
形
態
の
主
張
は
、
「
哲
撃
の
貧
困
」
中
の
工
場
と
鋤
と
の
例
に
基
く
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
そ
の
論
践
は
F
に
、
マ
ル
ク
ス
に
於
て
は
経
管
と
経
済
と
が
命
概
念
上
分
離
さ
れ
ざ
り
し
結
果
、
彼
に
於
て
マ
ヌ
フ
ァ
ク
ト
ク
i
ル
と
云
ふ
時
は
、
ま
づ
経
営
形
態
を
指
す
も
の
と
解
す
べ
き
を
以
て
至
蛍
と
す
る
が
故
な
り
と
し
て
ゐ
る
付
、
こ
の
解
稗
に
封
し
て
は
既
に
前
述
せ
る
如
く
、
技
術
を
軍
に
「
人
聞
の
持
働
力
の
護
法
の
尺
度
」
と
見
、
「
枇
曾
関
係
の
指
示
者
」
と
の
み
し
か
評
債
せ
ぎ
る
ク
ノ
l
の
猛
烈
な
る
反
封
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
が
、
今
は
こ
の
貼
に
は
ふ
れ
な
い
こ
と
と
す
る
日
。
以
上
の
如
き
下
部
構
造
の
把
握
よ
り
出
愛
せ
し
彼
は
、
更
に
、
観
念
と
経
法
、
叉
は
上
部
構
造
と
下
部
構
造
と
の
関
係
位
合
の
上
・
下
構
造
論
-L. 
ノ、
商
業
と
経
許
六
四
に
つ
い
て
の
マ
ル
ク
ス
の
快
陥
を
つ
か
ん
と
し
、
そ
の
最
も
主
要
な
る
も
の
と
し
て
、
観
念
が
、
園
民
経
済
に
本
質
的
に
反
作
用
を
な
す
こ
と
を
承
認
せ
ぎ
る
貼
に
あ
り
と
し
た
何
O
「
観
念
と
経
湾
的
構
造
と
の
聞
の
密
接
な
る
関
係
を
附
す
る
匁
の
凡
て
の
努
力
は
、
も
し
数
墜
の
歴
史
を
ば
同
様
に
経
擦
の
成
果
で
あ
る
と
主
張
し
ゃ
う
と
試
み
る
な
ら
ば
、
そ
の
危
険
を
表
は
す
こ
と
と
な
る
、
数
撃
の
歴
史
は
完
全
に
溺
立
し
て
ゐ
る
が
他
の
諸
観
念
は
明
ら
か
に
秘
俸
と
し
て
云
ひ
俸
へ
ら
れ
て
ゐ
る
結
果
と
し
て
し
か
く
無
関
係
で
あ
る
。
は
な
い
。
:
:
:
・
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
グ
ル
ス
に
於
て
完
全
に
快
け
て
ゐ
る
も
の
は
、
観
念
の
図
民
経
清
に
針
す
る
反
作
用
で
し
か
し
そ
れ
は
極
め
て
明
白
で
あ
り
、
図
民
経
湾
の
活
動
す
る
附
労
働
者
、
人
聞
が
同
時
に
観
念
の
主
鐙
で
あ
り
、
観
念
す
る
も
の
で
あ
り
、
且
観
念
が
そ
の
行
動
の
指
導
者
で
あ
る
限
り
、
そ
れ
は
侠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
」
か
く
の
如
く
に
し
て
観
念
の
重
要
性
を
認
め
ん
と
努
力
す
る
バ
ル
ト
は
、
例
へ
ば
宗
教
の
問
題
を
摘
出
し
来
り
て
.
そ
の
下
部
構
造
へ
の
本
質
的
影
響
の
如
何
に
大
な
り
し
か
を
、
か
の
ル
!
テ
ル
の
宗
教
改
革
の
問
題
に
よ
り
て
詮
明
せ
ん
と
し
て
居
る
σ。
こ
の
際
彼
は
、
宗
教
改
革
が
決
し
て
経
済
よ
り
誘
愛
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
一
に
全
く
宗
教
の
「
内
的
必
然
性
」
或
は
そ
の
「
歴
史
的
必
然
性
」
臼
に
よ
り
て
動
機
づ
け
ら
れ
た
こ
と
を
力
説
せ
ん
と
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
故
に
彼
に
於
て
は
、
上
部
構
造
と
下
部
構
造
と
の
関
係
は
、
こ
の
際
、
原
因
、
結
果
の
関
係
と
は
解
せ
ら
れ
争
、
そ
は
翠
な
る
傑
件
の
程
度
に
理
解
す
べ
し
と
な
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
、
故
に
パ
ル
ト
は
云
ふ
ωo
「
マ
ル
ク
ス
の
物
質
的
生
活
の
生
産
方
法
が
粧
合
的
な
る
、
攻
治
的
な
る
:
:
:
:
を
制
約
す
る
、
な
る
文
言
に
於
け
る
制
約
は
、
一
般
に
こ
れ
を
原
因
関
係
な
り
と
解
せ
ら
る
る
を
常
と
す
る
は
全
然
誤
解
で
あ
る
。
」
な
ぜ
な
ら
、
原
因
と
傑
件
関
係
と
は
全
く
同
一
視
し
え
ぎ
る
概
念
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
原
因
は
傑
件
の
全
部
を
意
味
し
、
傑
件
は
原
因
中
の
僅
か
一
小
部
分
と
解
し
え
ら
る
る
に
過
ぎ
歩
、
こ
の
間
、
そ
の
意
味
、
内
容
に
於
て
多
大
な
る
淫
庭
を
有
す
る
の
で
あ
る
。
を
失
の
加
く
例
へ
で
も
云
ふ
ω。
彼
は
こ
の
こ
と
「
視
覚
器
官
た
る
限
は
、
見
る
こ
と
の
一
傑
件
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
は
そ
の
原
因
で
は
、f
h
、。
φ
J吋
B
M
そ
の
他
の
例
件
例
へ
ば
脳
に
於
け
る
税
貿
中
植
の
活
動
が
加
は
ら
ざ
る
以
上
、
完
全
の
も
の
と
は
稽
し
え
な
い
の
で
あ
る
。
」
叉
彼
は
マ
ル
ク
ス
主
義
者
は
、
く
り
か
へ
し
、
窮
極
的
に
於
て
決
定
的
な
る
も
の
は
経
済
関
係
と
云
っ
て
ゐ
る
が
し
か
し
、
彼
等
の
快
絡
は
、
「
関
係
は
カ
で
は
な
く
、
関
係
が
カ
と
な
る
た
め
に
は
、
ま
づ
意
志
に
作
用
す
る
こ
と
、
意
志
は
関
係
に
よ
っ
て
動
か
さ
れ
示
、
関
係
に
関
す
る
思
想
に
よ
っ
て
動
か
さ
れ
る
こ
と
t
を
忘
れ
て
ゐ
る
貼
に
あ
り
と
な
し
允
。
以
上
の
貼
よ
り
見
て
バ
ル
ト
が
、
加
何
に
上
部
構
遣
と
し
て
の
意
士
山
叉
は
観
念
に
重
要
牲
を
置
け
る
か
在
知
り
え
ゃ
う
、
こ
れ
筆
者
が
彼
を
上
部
構
造
論
者
中
に
句
合
せ
る
所
以
で
あ
る
。
第
二
節
7
ラ
ウ
シ
タ
ー
ル
つ
ぎ
に
プ
ラ
ワ
ン
タ
l
ル
も
バ
ル
ト
と
同
様
上
部
構
造
の
溺
立
性
を
力
説
し
「
観
念
は
自
己
主
活
を
管
み
、
そ
れ
自
健
原
因
と
も
な
り
う
る
」
ω
こ
と
を
主
張
せ
ん
と
し
て
居
る
。
彼
に
於
て
は
歴
史
の
原
動
力
は
全
く
意
志
又
は
観
念
な
り
と
せ
ら
れ
、
図
家
の
如
き
も
、
意
士
山
ド
l
祉
合
意
士
山
l
l
図
家
の
過
程
を
経
て
始
め
て
形
成
せ
ら
る
る
も
の
と
な
社
合
の
上
・
下
構
泣
諭
一
六
五
商
業
と
経
済
一
六
六
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
ω。
か
く
の
如
き
見
解
は
、
蛍
然
、
上
部
、
構
造
と
下
部
構
造
と
の
関
係
に
於
て
、
雨
者
の
依
存
性
に
あ
る
限
界
を
附
せ
.
ざ
る
を
え
な
く
な
る
の
で
あ
る
、
か
く
て
彼
は
上
部
構
活
.
下
部
構
造
の
制
約
関
係
を
突
の
加
く
に
も
解
せ
ん
と
し
て
居
る
。
す
な
は
ち
、
一
、
マ
ル
ク
ス
の
上
・
下
雨
構
造
の
交
渉
は
同
時
に
(
の
一
巳
岳
月
一
丘
四
)
に
上
部
構
造
は
下
部
構
造
に
関
聯
す
る
も
の
と
解
す
ぺ
く
、
二
、
こ
れ
を
原
図
的
に
宏
司
品
。
r
F
r
)
に
、
上
部
構
造
は
、
そ
の
本
質
と
内
容
と
を
下
部
構
造
の
愛
化
に
よ
っ
て
制
約
さ
る
る
も
の
、
と
は
解
し
え
な
い
の
で
あ
る
。
ω
こ
の
貼
は
前
惑
の
バ
ル
ト
の
見
解
と
相
照
臆
し
て
、
上
部
構
造
に
主
た
る
カ
黙
を
お
か
ん
と
す
る
結
に
於
て
、
雨
者
相
共
通
せ
る
も
の
と
稽
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
更
に
ブ
ラ
ウ
ン
タ
!
ル
に
於
て
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
「
無
力
な
る
虚
低
」
(
r
s
s
o
m
旬
、
吋
E
ら
で
は
な
く
、
そ
れ
は
「
人
間
生
活
の
推
進
力
」
(40zrz笠
宮
E
o
宮
山
の
宮
)
山
で
あ
っ
て
、
且
叉
、
祉
合
意
識
の
濁
特
な
現
象
形
態
に
於
て
絶
え
す
、
愛
展
し
愛
形
す
る
も
の
で
あ
る
。
於
て
は
自
己
生
活
な
る
も
の
を
誘
導
し
、
そ
れ
自
躍
が
歴
史
へ
の
反
作
用
と
な
る
。
故
に
出
「
枇
合
的
の
生
活
傑
件
か
ら
か
っ
て
は
愛
生
し
た
所
の
観
念
は
、
人
聞
の
頭
脳
に
そ
れ
は
只
に
個
々
の
人
間
に
安
和
田
す
る
の
み
で
は
な
く
、
相
績
と
教
育
と
に
よ
っ
て
全
世
代
に
安
蛍
す
る
の
で
あ
る
。
」
か
く
の
如
き
濁
立
性
を
有
す
る
観
念
は
、
そ
の
相
互
作
用
な
る
機
能
に
於
て
も
、
そ
の
特
色
を
護
揮
し
う
る
、
「
す
な
は
ち
、
経
済
関
係
と
は
分
離
せ
る
、
そ
れ
白
樺
濁
立
せ
る
観
念
は
、
そ
れ
自
身
自
己
生
活
を
営
む
の
み
な
ら
す
、
か
へ
っ
て
濁
立
的
と
な
り
し
力
に
よ
っ
て
再
び
経
済
的
構
造
に
反
作
用
す
る
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
原
因
と
結
果
と
の
関
係
は
反
針
と
な
る
。
」
印
彼
は
そ
の
例
詮
と
し
て
、
攻
治
、
法
律
、
哲
率
、
宗
教
等
々
の
諸
概
念
の
あ
る
形
態
の
加
き
は
、
歴
史
の
あ
ら
ゆ
る
期
聞
が
共
有
せ
る
事
質
す
ら
も
指
摘
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
上
部
構
造
と
し
て
の
観
念
形
態
が
、
必
し
も
下
部
構
造
と
し
て
の
経
済
関
係
又
は
枇
合
関
係
に
よ
り
て
、
時
代
的
に
、
歴
史
的
に
制
約
さ
れ
ぎ
り
し
好
個
の
質
例
と
も
稀
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
故
に
彼
は
云
ふ
ω。
「
例
へ
ば
宗
教
観
念
の
如
き
、
あ
ら
ゆ
る
場
所
、
あ
ら
ゆ
る
時
代
に
於
て
物
質
的
生
活
傑
件
に
は
無
関
係
に
あ
る
形
而
上
撃
的
内
容
を
有
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
」
こ
の
こ
と
は
皐
に
宗
教
の
み
に
限
ら
歩
、
他
の
あ
ら
ゆ
る
観
念
形
態
に
於
て
も
人
間
の
歴
史
過
程
に
於
て
は
何
等
の
愛
化
も
示
さ
宇
、
歴
史
の
推
進
過
程
と
は
何
等
の
関
係
も
な
く
存
在
す
る
所
の
あ
る
根
本
型
式
(
の
E
E
r
g
H
)
が
、
人
間
的
存
在
の
根
本
前
提
と
し
て
人
間
史
に
共
有
さ
る
る
事
賓
を
示
し
て
ゐ
る
。
放
に
プ
ラ
ワ
ン
タ
l
ル
に
よ
れ
ば
「
歴
史
の
原
動
力
は
意
志
」
J
U
R
出
2
0
m
O
H
ι
2
。。∞各一の
r
z
z
ι
2
当
日
乙
で
あ
っ
て
決
し
て
そ
れ
以
外
の
も
の
で
は
あ
り
え
な
い
の
で
あ
る
。
以
上
バ
ル
ト
、
プ
-
フ
ワ
ン
タ
!
ル
の
立
場
を
綿
観
す
る
時
、
彼
等
は
観
念
又
は
意
士
山
の
溺
立
性
と
自
己
生
活
性
と
を
主
張
せ
ん
と
す
る
係
り
に
、
そ
の
足
下
の
下
部
構
造
の
存
在
と
意
義
と
を
軽
視
せ
る
嫌
ひ
な
し
と
し
な
い
、
精
神
文
化
を
そ
の
内
容
と
す
る
上
部
構
造
の
溺
立
性
を
主
張
す
る
は
よ
い
、
し
か
し
、
も
し
そ
れ
在
、
下
部
構
這
よ
り
切
断
し
て
主
祉
舎
の
上
・
下
構
建
論
一
六
七
商
業
と
経
済
大
八
張
せ
ん
か
、
そ
の
皐
設
は
空
中
に
あ
る
浮
雲
の
如
き
も
の
に
化
し
終
る
で
あ
ら
う
、
彼
等
と
し
て
も
下
部
構
造
の
存
在
は
あ
る
程
度
迄
そ
の
視
野
に
あ
り
し
と
は
云
へ
、
そ
の
上
部
構
造
と
の
関
聯
交
渉
に
つ
い
て
の
考
察
は
全
然
忘
却
し
さ
ら
れ
た
感
が
深
い
の
で
あ
る
、
こ
の
貼
に
彼
等
の
立
場
の
弱
姑
が
存
在
す
る
と
も
稀
し
え
ゃ
う
o
(
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史
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)
(
旬
。
己
一
回
目
円
Y
巴日
0
M
M
E
g
o
z
r
a
2
0
2
0
r
R
Z
o
p
z
∞ONE-om目
。
今
原
本
島
有
〆ー、
2 
¥J  
ぜ
ざ
ろ
銭
邦
諒
に
従
ふ
0
)
(
3
)
 
前
掲
邦
語
九
九
頁
ー
一
O
O頁
。
(
4
)
 
前
掲
邦
語
九
O
頁
!
九
一
一
良
。
(
5
)
 
グ
ノ
ー
は
前
述
内
刊
語
、
第
七
章
唯
物
史
歴
史
理
論
の
批
評
第
二
節
パ
ウ
w・パ
b
F
ト
教
授
の
見
士
ろ
経
済
構
遊
概
念
に
於
て
、
バ
ル
ト
の
経
替
概
念
品
、
マ
む
げ
グ
ス
の
誤
解
な
り
と
し
て
ゐ
る
、
同
書
四
四
七
頁
以
下
。
(
6〉
前
掲
邦
語
一
三
七
頁
。
(
7
)
 
前
掲
邦
語
一
四
四
、
一
四
七
、
一
四
入
、
一
六
O
頁。
〈
8
)
前
掲
邦
諒
一
四
八
頁
、
一
O
四
頁
。
(
9
)
 
L
リ
一
7
f
H
F円
担
r
A
H
H
引
引
」
寸
プ
百
二
一
w
ニ
一
三
頁
。
(
却
)
前
掲
邦
器
二
一
三
頁
。
向
こ
れ
に
封
し
て
は
グ
ノ
ー
の
反
封
あ
り
、
前
掲
邦
諒
第
八
章
、
マ
ル
グ
ス
の
歴
史
理
論
と
そ
の
盤
改
者
、
第
七
節
、
原
因
及
係
件
概
念
の
混
問
、
同
番
五
二
三
頁
以
下
。
(
日
)
前
掲
邦
諜
二
一
九
頁
。
(
四
)
(
日
)
kr・出
E
Z
H
M
F
p
f
v
H
P
自
己
回
申
白
山
の
げ
一
の
宮
℃
E
r
g
-
r
H
C
目。・∞
-
H
O
U
・
P
E
-
u
∞・∞
-
H
4∞
l
t
H
4
。・
(
U
)
 
日})日仏・
ω-HCω
・
(
日
)
日σ日仏・・∞
w
H
H
0
・
こ
の
文
句
は
プ
ラ
ウ
シ
タ
l
v
.か
区
民
〉
己
2
w
w
N
R
Z
o
o
-。向日
0
仏
g
J〈
o
Z内『目指
g
E
H
E
-
-
H
P
E
Z
E
J
1
H同
一
T
r
mロロぬ∞・
H
H
4
・
よ
リ
引
用
ぜ
る
も
の
、
但
し
上
遁
の
ア
ド
ラ
l
の
諭
丈
島
手
に
ぜ
ざ
ろ
潟
仮
に
プ
ラ
ウ
ン
タ
l
w
の
一
一
一
口
葉
と
し
て
抱
げ
し
こ
と
島
断
っ
て
お
く
。
(
同
)
出
V
M
門】・・∞・同ぬ
ω
・
(
口
)
日])目白
-
w
∞・一【∞ロ・
(
日
目
〉
日])日仏
-
w
∞・∞
-
H
。ω
l
l
H
o
h
・
第
四
章
上
部
構
造
・
下
部
構
造
に
関
す
る
諮
問
学
説
批
剣
第
一
節
各
翠
説
の
特
異
性
以
上
三
辛
一
に
亙
っ
て
、
筆
者
は
、
上
部
構
造
、
下
部
構
造
に
関
す
る
諸
島
・
訟
を
そ
の
内
容
に
つ
い
て
、
韓
系
的
に
叉
分
類
的
に
こ
れ
を
紹
介
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
の
み
に
で
も
既
に
、
設
越
の
加
き
問
題
す
ら
も
、
種
々
な
る
事
設
の
存
在
す
る
こ
と
を
知
り
う
る
で
あ
ら
う
。
而
し
て
、
こ
の
貼
に
つ
い
て
は
筆
者
の
再
三
断
れ
る
が
如
く
、
以
上
三
辛
に
於
て
は
、
現
代
に
於
け
る
代
表
的
な
る
翠
説
身
、
筆
者
個
人
の
臨
系
に
従
っ
て
説
漣
し
、
僅
か
に
そ
の
一
班
を
示
す
に
止
っ
た
。
祉
合
の
上
・
下
構
治
論
一
六
九
商
業
と
経
済
三
七
O
こ
れ
に
よ
っ
て
比
一
一
か
な
り
と
も
、
こ
れ
ら
の
問
題
性
へ
の
考
察
の
手
が
か
り
を
呈
示
し
え
ば
幸
ひ
こ
れ
に
遁
ぐ
る
も
るの
や は
をな
指し、
捕の
し で
てあ
4子る
O 
~ 
Tこ
O 
以
下
こ
れ
ら
の
諸
島
十
設
の
特
異
性
に
つ
い
て
の
概
観
を
な
し
、
以
て
問
題
性
の
奈
港
に
存
す
既
に
以
上
の
若
干
の
諸
島
十
設
に
よ
り
て
明
か
に
さ
れ
し
如
く
、
唯
物
史
観
樫
系
に
於
け
る
上
部
構
造
・
下
部
構
語
論
の
特
色
は
、
基
一
黙
と
し
て
の
経
済
関
係
を
あ
く
迄
も
保
持
し
つ
=
そ
の
上
に
於
て
の
、
上
部
構
造
の
承
認
で
あ
っ
た
。
す
な
は
ち
こ
れ
を
換
言
す
れ
ば
、
舞
塁
又
は
地
盤
に
し
て
の
経
済
関
係
は
こ
れ
を
あ
く
迄
も
そ
の
税
野
よ
り
忘
却
し
な
い
で
、
そ
の
上
に
於
て
の
観
念
諸
形
態
の
活
動
可
能
性
或
は
能
動
性
を
認
め
ん
と
す
る
所
に
そ
の
特
色
が
存
在
し
而
し
て
こ
の
こ
と
は
結
局
に
於
て
、
歴
史
的
先
在
者
と
し
て
の
経
法
関
係
と
、
歴
史
的
後
在
者
と
し
て
の
観
念
形
態
と
の
二
つ
の
も
の
へ
因
果
性
叉
は
垂
直
性
が
前
提
と
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
在
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
大。
故
に
エ
ン
グ
ル
ス
の
所
謂
「
終
局
に
於
て
自
己
を
遂
行
す
る
所
の
経
済
」
或
は
「
こ
れ
を
た
ど
つ
て
の
み
理
解
に
導
か
れ
る
赤
き
糸
と
し
て
の
経
済
関
係
」
が
あ
ら
ゆ
る
諸
観
念
形
態
と
し
て
の
上
部
構
造
の
地
下
室
と
し
て
根
を
は
っ
て
ゐ
る
も
の
と
解
滞
し
で
も
差
支
へ
な
い
。
例
へ
ば
こ
L
に
一
本
の
竹
が
存
在
す
る
と
せ
よ
。
そ
の
成
長
の
我
々
に
示
さ
る
る
の
は
、
そ
の
外
界
に
於
け
る
竹
の
・
次
第
に
大
と
な
る
こ
と
に
の
み
叢
る
様
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
の
繁
茂
密
生
す
る
の
は
、
決
し
て
ご
の
地
上
の
成
長
の
み
に
は
4
益
さ
れ
歩
、
我
々
の
税
野
以
外
に
あ
る
所
の
、
地
中
に
深
く
存
在
す
る
地
下
室
の
護
展
と
い
ふ
事
官
に
も
そ
の
重
要
性
を
お
か
る
べ
き
こ
と
、
否
か
へ
っ
て
、
こ
の
地
下
室
の
み
が
「
窮
極
に
於
て
」
竹
の
成
長
を
制
約
す
る
要
素
な
り
と
設
か
ん
と
す
る
の
で
あ
る
、
故
に
そ
の
推
論
の
全
傾
向
が
一
元
的
で
あ
り
、
垂
直
的
で
あ
り
、
且
叉
そ
の
極
め
て
皐
純
性
あ
る
も
の
と
な
る
こ
と
は
竹
の
成
長
そ
れ
自
鐙
が
、
決
し
て
地
下
室
の
み
の
披
張
、
後
展
の
み
に
制
約
せ
ら
れ
歩
、
こ
れ
が
更
に
土
地
の
肥
沃
、
空
気
、
日
光
等
々
の
諸
要
素
に
如
何
に
影
響
せ
ら
る
る
か
を
忘
却
せ
る
貼
に
示
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
上
部
椛
治
を
中
心
と
す
る
諸
島
e
訟
は
、
前
惑
の
唯
物
史
観
の
そ
れ
と
は
全
く
反
封
に
、
観
念
、
意
志
、
或
は
文
化
一
般
な
る
も
の
の
存
在
の
み
を
重
要
視
せ
ん
と
す
る
の
偽
り
、
下
部
構
治
の
存
在
に
、
眼
を
被
は
ん
と
す
る
傾
向
あ
る
こ
と
は
前
惑
の
バ
ル
ト
、
ブ
ラ
ウ
ン
タ
l
ル
等
々
の
皐
設
を
顧
る
時
一
居
こ
の
感
を
深
く
す
る
の
で
あ
る
、
も
と
よ
り
上
部
構
造
と
し
て
の
文
化
一
般
の
存
在
そ
の
も
の
は
、
仮
め
て
重
要
視
す
べ
き
こ
と
は
我
々
の
否
認
し
え
ぎ
る
所
に
局
し
、
こ
の
貼
敢
て
反
針
し
え
ざ
る
所
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
こ
れ
を
主
張
す
る
の
係
り
下
部
構
造
の
存
在
を
無
視
し
て
可
な
り
と
の
結
論
は
決
し
て
誘
導
し
え
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
要
す
る
に
唯
物
史
観
論
者
に
於
け
る
下
部
構
造
へ
の
優
越
性
の
認
識
と
、
精
神
史
観
論
者
に
於
け
る
上
部
椛
遣
へ
の
そ
れ
と
は
、
そ
の
封
際
的
な
る
関
係
に
於
て
、
相
針
立
は
し
な
が
ら
も
、
し
か
も
各
々
の
立
場
に
於
て
、
自
己
の
立
場
の
一
面
の
み
に
そ
の
重
要
性
を
附
し
つ
へ
他
の
重
要
な
る
半
面
を
逸
脱
せ
る
快
陥
は
、
雨
者
に
共
通
せ
る
も
の
と
も
都
し
え
や
う
。
以
上
の
如
、
き
二
つ
の
封
立
的
の
立
場
に
針
し
、
枇
合
態
史
観
の
立
場
に
あ
る
論
者
は
、
マ
ル
ク
ス
唯
物
史
観
陸
系
中
リ
枇
合
の
上
・
下
棋
詮
論
三
七
一
商
業
と
経
済
三
七
二
に
於
け
る
そ
の
枇
合
性
に
若
目
し
、
そ
の
枇
命
日
関
係
又
は
祉
合
化
の
地
盤
に
於
て
文
化
後
生
の
地
盤
を
確
保
し
え
ら
れ
た
る
も
の
と
な
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
前
述
の
高
田
博
士
の
如
き
は
既
に
、
マ
ル
ク
ス
唯
物
史
観
の
下
部
構
造
中
に
混
在
す
る
枇
合
的
要
素
と
経
済
的
要
素
と
の
内
、
経
済
関
係
を
下
部
構
造
中
よ
り
断
然
切
除
し
て
、
こ
れ
を
上
部
構
活
中
に
迫
ひ
や
り
、
残
像
の
純
粋
関
係
を
基
礎
と
し
て
の
み
、
文
化
は
制
約
さ
れ
う
る
も
の
と
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
、
高
田
博
士
の
か
』
る
見
解
は
、
確
か
に
、
マ
ル
ク
ス
唯
物
史
観
中
に
関
却
さ
れ
た
る
要
素
を
摘
出
し
、
こ
れ
を
白
日
の
下
に
閉
山
す
こ
と
に
よ
っ
て
従
来
全
く
気
づ
か
れ
ざ
り
し
、
唯
物
史
観
の
新
し
き
把
握
に
進
ま
し
め
ら
れ
し
貼
に
於
て
、
そ
の
功
全
く
浸
却
し
え
ぎ
る
も
の
あ
り
と
信
宇
る
の
で
あ
る
。
こ
の
貼
に
於
て
筆
者
は
、
唯
物
史
観
を
、
博
士
の
如
く
枇
合
接
的
史
観
の
立
場
よ
り
考
察
す
る
を
、
そ
の
最
も
蛍
を
得
た
る
も
の
と
思
惟
せ
ぎ
る
を
え
な
い
。
結
論
以
上
の
論
漣
を
綜
合
し
て
筆
者
の
立
場
を
要
約
す
れ
ば
大
健
次
の
加
く
で
あ
る
。
上
部
構
造
下
部
構
泣
氾
L
舟
潟
苓
倖
統
i
l
精
神
文
化
け
川
吉
日
関
係
~
川
町
間
附
相
互
作
用
(
其
他
す
な
は
ち
下
部
構
造
は
、
枇
合
関
係
を
基
本
的
な
関
係
と
し
、
そ
の
内
在
的
要
素
と
し
て
、
経
済
関
係
(
こ
れ
が
、
現
代
に
於
て
は
最
も
顕
著
に
現
は
れ
、
叉
他
の
諸
要
素
に
比
し
て
相
蛍
永
続
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
が
)
人
口
関
係
等
々
が
含
ま
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
か
与
る
一
枇
命
日
関
係
が
、
上
部
構
造
に
針
し
て
、
素
材
叉
は
傑
件
提
供
者
た
る
関
係
に
於
て
こ
れ
と
一
女
沙
、
接
鰯
す
る
。
他
方
上
部
構
造
は
、
そ
の
自
律
性
と
自
己
決
定
性
と
を
有
し
、
下
部
構
造
の
所
産
あ
る
ひ
は
被
制
約
物
た
る
地
位
と
は
解
せ
ら
れ
ざ
る
立
場
に
於
て
、
下
部
構
造
に
封
立
し
、
只
そ
の
連
結
は
、
前
惑
の
如
く
、
下
部
構
造
に
於
て
、
素
材
或
は
傑
件
を
見
出
す
限
り
に
於
て
こ
れ
と
結
合
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
雨
構
造
は
、
右
の
関
聯
の
み
を
除
い
て
は
、
箆
方
全
く
溺
立
的
に
、
一
般
的
な
、
非
本
質
的
な
相
互
作
用
を
営
み
つ
へ
祉
舎
構
造
を
動
か
す
原
動
力
を
椛
成
す
る
も
の
と
思
惟
さ
れ
る
。
こ
れ
が
、
以
上
を
通
じ
て
更
に
こ
れ
よ
り
、
よ
り
高
き
立
場
に
引
き
出
さ
れ
に
る
筆
者
一
個
の
思
想
的
立
場
で
あ
る
。
う
る
で
あ
ら
う
。
も
と
よ
り
か
h
る
思
案
の
過
程
及
び
そ
の
結
論
に
針
し
て
は
、
種
、
々
な
る
立
場
よ
り
多
大
な
る
非
難
、
攻
撃
も
起
り
し
か
し
な
が
ら
現
在
の
所
で
は
、
以
上
の
立
場
を
以
て
、
現
在
の
筆
者
の
考
へ
う
る
最
も
合
理
的
な
、
且
叉
最
も
安
蛍
的
な
、
枇
A
M
日
椛
遣
の
分
析
と
思
惟
せ
ら
る
旨
を
断
言
し
て
お
き
た
い
。
以
上
の
如
き
考
察
は
、
こ
れ
を
マ
ル
ク
ス
唯
物
史
観
の
そ
れ
に
比
較
す
る
時
、
そ
の
立
場
の
同
一
視
え
ざ
る
、
元
よ
り
蛍
然
の
所
で
あ
ら
う
。
既
に
線
建
せ
る
如
く
、
マ
ル
ク
ス
唯
物
史
観
に
於
て
は
、
下
部
構
造
と
し
て
の
生
・
底
力
|
|
生
産
関
係
に
よ
る
上
部
構
造
の
、
一
元
的
、
垂
直
的
制
約
が
そ
の
骨
子
と
さ
れ
て
ゐ
る
以
上
、
卜
.
・
下
雨
構
造
雨
者
の
溺
立
性
を
認
め
て
の
相
互
作
用
論
の
如
き
は
、
マ
ル
ク
ス
鑓
系
へ
の
一
大
胃
潰
と
も
考
へ
ら
る
る
に
遠
ひ
な
い
。
況
や
文
化
の
自
体
性
を
承
認
し
、
俸
統
の
存
在
を
主
張
す
る
が
如
き
こ
と
は
、
恐
ら
く
、
唯
物
史
観
論
者
の
夢
想
交
に
し
え
ざ
る
所
祉
A
M
U
の
上
・
下
構
活
論
三
七
三
商
業
と
経
済
三
七
四
に
属
す
る
で
あ
ら
う
。
し
か
る
に
も
拘
ら
宇
、
筆
者
は
、
こ
の
貼
に
於
て
こ
そ
、
唯
物
史
観
の
思
想
健
系
の
一
大
級
陥
の
伏
在
せ
る
所
以
な
る
こ
と
は
既
に
し
ば
ノ
¥
h
こ
れ
を
論
述
し
に
。
こ
れ
を
一
言
に
し
て
再
建
せ
ば
、
以
上
の
如
き
文
化
の
自
律
性
、
俸
統
の
存
在
理
由
を
認
め
ざ
る
こ
と
そ
れ
自
鰹
が
、
唯
物
史
観
の
一
大
鰹
系
を
し
て
、
極
め
て
軍
純
性
と
直
線
性
と
に
富
め
る
も
の
た
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。
そ
の
「
単
純
性
」
と
「
直
線
性
」
と
は
、
確
か
に
鋭
利
に
し
て
恐
る
べ
き
武
器
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
破
壊
す
る
の
可
能
性
は
あ
る
で
あ
ら
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
反
而
に
於
て
、
祉
合
現
象
中
の
あ
ら
ゆ
る
諸
要
素
を
網
羅
し
て
、
こ
れ
を
一
大
健
系
に
作
り
上
け
ん
と
す
る
建
設
的
の
武
器
た
り
え
ざ
る
こ
，
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
故
に
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ク
エ
l
パ
!
の
如
き
も
こ
の
貼
を
指
摘
し
て
突
の
如
く
に
も
云
っ
て
ゐ
る
。
り
に
も
軍
純
す
ぎ
る
。
「
そ
の
(
唯
物
史
観
)
祉
合
準
的
分
析
は
、
最
も
本
質
的
な
も
の
を
顕
揚
せ
ん
が
震
に
、
現
宜
に
封
し
て
は
、
ま
づ
第
一
に
、
偽
な
ぜ
な
ら
我
々
が
、
枇
曾
的
又
は
経
漕
的
関
係
に
封
し
て
、
上
部
構
造
と
目
す
る
も
の
に
於
て
は
彼
は
全
く
異
っ
た
本
質
と
機
能
と
を
有
す
る
所
の
文
明
過
程
と
文
化
運
動
と
を
匝
別
し
な
い
か
ら
で
あ
る
、
彼
は
そ
の
傾
向
に
於
て
、
こ
の
上
部
構
造
を
内
容
的
に
、
下
部
構
造
に
よ
っ
て
規
定
せ
ら
る
る
も
の
と
な
し
、
そ
の
結
果
直
線
的
に
、
自
己
の
論
理
か
ら
文
明
過
程
が
(
そ
の
凡
て
の
認
識
と
意
識
設
展
と
を
含
め
て
)
護
展
し
て
行
く
こ
と
を
見
落
し
て
ゐ
る
か
、
或
は
叉
故
意
か
、
故
意
で
な
い
か
、
そ
の
何
れ
に
せ
よ
、
技
術
的
過
程
(
坐
産
手
段
の
護
展
)
か
ら
、
そ
れ
を
除
外
し
て
、
観
察
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
」
こ
の
場
合
の
文
化
と
文
明
と
の
匝
別
の
安
蛍
性
如
何
は
別
問
題
と
し
て
も
、
と
に
か
く
マ
ル
ク
ス
の
唯
物
史
観
が
、
上
部
構
遣
の
複
雑
性
を
認
め
ざ
る
所
よ
り
由
来
す
る
、
そ
の
草
純
性
在
指
摘
せ
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
貼
で
あ
る
、
彼
は
夏
に
他
の
個
所
に
於
て
も
仰
い
「
彼
は
(
マ
ル
ク
ス
)
我
々
の
立
場
よ
り
殆
ん
E
理
解
し
え
ぎ
る
が
如
き
方
法
に
て
、
不
可
避
的
に
、
宗
教
、
襲
術
作
品
又
は
文
化
的
祉
合
形
態
或
は
人
間
形
態
を
、
一
の
軍
純
な
る
意
識
内
容
と
同
一
視
せ
ん
と
し
、
且
叉
そ
の
先
験
的
に
企
て
ら
れ
た
完
全
な
、
多
様
的
な
歴
史
的
全
鐙
を
、
祉
舎
に
等
し
い
軍
な
る
存
在
と
、
そ
の
凡
て
の
残
徐
に
匹
敵
す
る
意
識
と
に
分
析
し
た
こ
と
は
、
疑
ひ
も
な
く
、
愛
生
的
に
庚
く
認
識
理
論
的
問
題
性
か
ら
後
生
し
た
、
か
の
十
八
世
紀
の
存
在
l
l
意
識
哲
撃
の
落
し
子
」
な
る
旨
を
述
べ
て
、
そ
の
理
論
の
壁
純
性
を
つ
か
ん
と
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
一
言
に
し
て
議
せ
ば
、
マ
ル
ク
ス
の
唯
物
史
観
は
、
自
己
理
論
健
系
に
忠
寅
な
る
飴
り
迭
に
、
こ
れ
を
曲
け
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
も
の
と
も
稽
し
え
ゃ
う
。
す
な
は
ち
そ
の
理
論
へ
の
吉
目
的
忠
貫
さ
は
、
そ
の
反
面
に
於
け
る
枇
命
日
現
象
中
の
者
過
す
べ
か
ら
ざ
る
重
大
な
る
諸
因
子
を
逸
脱
せ
る
の
犠
牲
を
犯
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
こ
λ
に
マ
ル
ク
ス
の
一
大
鐙
系
の
長
所
と
短
所
と
が
同
時
に
伏
在
す
る
も
の
と
解
し
え
ら
れ
な
い
で
あ
ら
う
か
。
か
く
の
如
く
に
考
察
す
る
時
、
マ
ル
ク
ス
に
よ
る
、
そ
の
思
想
韓
系
の
、
上
部
構
造
・
下
部
構
遣
す
な
は
ち
、
一
家
屋
の
上
居
建
築
と
下
居
建
築
と
に
比
除
を
採
り
し
こ
と
は
、
極
め
て
不
適
切
な
る
引
例
な
り
と
も
考
へ
ら
る
る
の
で
あ
る
。
こ
の
貼
は
肢
に
、
バ
ル
ト
の
如
き
も
指
摘
せ
る
所
で
あ
っ
て
ね
、
そ
の
上
部
構
造
・
下
部
構
遣
な
る
比
除
は
、
枇
合
構
造
の
社
舎
の
上
・
下
構
造
論
三
七
五
商
業
と
経
済
七
六
建
築
家
と
し
て
の
マ
ル
ク
ス
を
し
て
最
も
非
難
多
か
ら
し
む
る
に
至
り
し
一
大
原
因
と
も
思
惟
せ
ら
る
る
。
な
ぜ
な
ら
、
上
述
の
如
き
土
居
・
下
居
の
比
臨
は
、
下
居
に
あ
る
も
の
が
如
何
に
も
重
要
な
る
基
礎
を
構
成
し
、
上
居
は
下
居
な
く
し
て
は
存
在
し
え
ざ
る
が
如
き
印
象
を
奥
へ
ら
る
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
マ
ル
ク
ス
の
思
想
鰹
系
冶
し
て
、
一
元
的
、
垂
直
的
解
明
神
な
る
印
象
を
奥
へ
し
端
絡
を
作
っ
て
ゐ
る
。
し
か
ら
ば
こ
れ
を
如
何
に
訂
正
し
、
解
明
伴
し
直
す
べ
き
で
あ
ら
う
か
、
筆
者
の
思
惟
す
る
所
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
を
垂
直
的
よ
り
平
面
的
に
、
一
元
的
よ
り
、
多
元
的
に
理
解
す
る
こ
と
が
こ
の
際
最
も
合
理
的
な
る
把
握
と
考
へ
る
の
で
あ
る
。
グ
ム
バ
ル
ト
の
内
館
と
精
神
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
比
喰
の
如
き
そ
の
好
個
の
適
例
で
あ
ら
う
付
o
す
な
は
ち
肉
鰭
な
く
し
て
、
精
神
な
く
、
精
神
な
く
し
て
内
陸
な
き
立
場
に
於
て
始
め
て
、
人
聞
の
白
心
の
異
相
が
把
握
し
え
ら
る
る
如
く
J
}
れ
を
壮
舎
の
上
部
構
造
・
下
部
構
造
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
解
稗
を
な
さ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
か
h
る
平
面
的
・
多
元
的
解
明
特
は
既
に
、
マ
ン
ハ
イ
ム
の
、
上
部
構
造
・
下
部
橋
治
論
に
於
て
見
出
さ
る
る
所
で
あ
る
、
彼
は
枇
合
構
遣
の
分
析
に
於
て
、
前
惑
の
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ワ
エ
l
パ
!
の
影
響
を
受
り
、
こ
れ
を
合
理
的
、
中
間
的
、
不
合
理
的
(
問
主
0
5庁
、
巴
ロ
骨一
R
g
の
ozzw
円
]
忠
一
口
乱
。
円
百
一
志
望
自
の
r
g
門出
0mg-uo日仏
g
m
z
r
F
町
三
一
0
5
5の
三
つ
の
J
城
門
に
分
ち
日
、
そ
の
内
合
理
的
領
域
を
下
部
構
造
と
し
、
他
の
中
間
領
域
及
び
不
合
理
的
領
域
を
上
部
構
造
と
な
し
た
。
而
し
て
下
部
構
造
と
し
て
合
理
的
領
域
は
大
韓
経
済
、
法
律
を
、
中
間
領
域
は
哲
皐
及
び
こ
れ
に
類
似
の
領
域
全
一
o
H
U
5
0
8
Z
2
5
ι
ι
ぽ
伊
ユ
ロ
(}{02
出。
N
B
F
g
m
gミ
自
己
円
g
の
oZ20)、
非
合
理
的
領
域
は
宗
教
、
装
術
(
問
。
]
町
一
o
p
関
口
口
問
。
を
指
す
も
の
と
し
た
“
。
彼
に
於
て
も
、
雨
構
造
の
相
互
作
用
は
勿
論
承
認
せ
ら
れ
て
は
ゐ
る
が
、
そ
の
何
れ
も
一
方
的
に
、
決
定
的
に
優
越
す
る
も
の
で
は
な
く
、
皆
同
一
の
作
用
カ
を
以
て
、
影
響
し
合
ふ
も
の
と
解
し
た
。
影
響
力
を
有
す
る
も
の
と
は
解
せ
ら
れ
ざ
る
以
上
、
こ
の
貼
に
於
て
は
、
マ
ル
ク
ス
の
唯
物
史
観
の
垂
直
的
、
一
元
的
の
放
に
彼
に
於
て
は
、
経
済
或
は
下
部
構
遣
が
一
方
的
の
解
殺
は
彼
に
於
て
も
受
容
さ
れ
て
ゐ
な
い
も
の
と
云
っ
て
よ
い
で
あ
ら
う
。
以
上
こ
れ
を
要
す
る
に
、
枇
舎
の
上
部
構
造
・
下
部
構
定
論
に
於
て
は
、
そ
の
精
神
的
要
素
と
物
質
的
要
素
と
は
各
々
そ
の
特
異
な
る
猫
立
領
域
を
保
持
し
な
が
ら
も
、
相
互
に
於
て
作
用
し
合
ふ
も
の
と
解
す
る
を
至
蛍
と
す
る
の
で
あ
る
、
す
な
は
ち
、
精
神
、
物
質
の
雨
要
素
は
そ
の
何
お
も
他
の
も
の
へ
還
元
さ
れ
え
な
い
所
の
領
域
と
本
質
と
在
有
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
而
も
相
互
に
密
接
な
る
聯
闘
を
有
し
つ
h
枇
舎
の
構
造
の
上
・
下
の
二
要
素
と
し
て
存
在
し
て
ゐ
る
こ
の
意
味
に
於
て
筆
者
は
、
枇
舎
の
成
立
乃
至
援
動
の
根
本
的
要
素
を
物
質
に
置
か
ん
と
す
る
唯
物
史
観
は
元
よ
り
、
こ
れ
を
精
紳
的
要
素
に
認
め
ん
と
す
る
精
神
史
観
そ
も
、
そ
の
祉
舎
分
析
の
根
本
に
於
て
倫
不
完
全
な
の
で
あ
る
。
る
も
の
と
な
す
の
で
あ
る
、
而
ら
ば
、
祉
舎
の
上
・
下
雨
構
造
を
貫
徹
す
る
共
通
的
の
根
本
的
要
素
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
ら
う
か
、
筆
者
は
こ
』
に
於
て
精
神
、
物
質
を
も
共
に
包
含
す
る
、
よ
り
根
極
的
な
る
第
三
要
素
を
認
め
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
は
ち
精
紳
、
物
質
の
雨
領
域
を
、
そ
の
本
質
を
限
害
し
な
い
ま
L
こ
れ
を
そ
の
内
容
と
す
る
他
の
特
兵
の
領
域
の
存
在
を
考
ふ
る
の
必
要
に
迫
ら
る
る
の
で
あ
る
。
か
h
る
第
三
の
領
域
が
、
具
躍
的
に
如
何
な
る
も
の
を
指
す
か
は
、
今
の
所
命
筆
者
の
思
索
の
及
ば
ざ
る
所
で
あ
る
が
故
に
、
命
今
後
の
研
鍛
に
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
社
A
M
M
の
上
・
下
構
建
論
三
七
七
商
業
と
経
済
三
七
八
の
で
あ
る
が
そ
の
何
れ
に
せ
よ
、
祉
舎
の
上
下
構
造
論
に
於
て
、
唯
物
史
観
、
精
紳
史
観
以
外
の
第
三
史
観
的
立
場
を
指
示
せ
ん
と
す
る
意
図
は
上
述
の
も
の
に
於
て
認
め
え
ら
る
る
こ
と
と
忠
ふ
。
而
し
て
こ
の
意
味
の
第
三
史
観
的
立
場
が
高
田
博
士
の
そ
れ
と
多
少
そ
の
内
容
を
異
に
す
る
所
以
も
以
上
の
論
惑
に
於
て
明
ら
か
に
し
た
所
で
あ
る
。
今
後
遁
蛍
の
機
舎
に
於
て
筆
者
は
、
か
h
る
第
三
史
観
的
立
場
の
一
居
の
思
索
と
推
論
と
を
継
続
せ
ん
と
す
る
意
図
を
明
か
に
し
て
摘
筆
し
た
い
と
忠
ふ
0
(
一
九
三
五
、
入
、
ご
(
註
)
論
じ
て
、
;
に
至
ろ
時
、
筆
者
の
結
論
と
そ
の
内
容
島
等
し
く
す
る
京
大
米
国
博
士
の
第
三
世
界
観
的
人
格
典
型
(
経
済
論
議
、
第
四
十
一
巻
第
二
掠
昭
和
十
年
八
月
一
日
後
行
)
に
接
し
士
、
但
L
米
国
博
士
は
又
博
士
濁
白
の
般
密
な
ろ
思
索
活
混
在
経
て
第
三
史
観
的
立
場
に
到
達
ぜ
ら
れ
て
ゐ
ぁ
、
つ
い
て
比
較
委
照
ぜ
ら
れ
ん
こ
と
た
望
ん
で
止
ま
な
い
。
